
『大日本史』の史観と「水戸学」の再構築

— 1 —

『
大
日
本
史
』
の
史
観
と
「
水
戸
学
」
の
再
構
築

徐　

興
慶

（
商 

兆
琦　

翻
訳
）

序

一
般
的
に
、
朱
舜
水
を
招
聘
し
て
日
本
の
「
実
学
」
を
大
に
推
進
す
る
徳
川
光
圀
（1628

－1701

、
以
下
光
圀
と
略
称
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
は
、
基
本
的
に
朱
子
学
的
な
道
徳
論
に
基
づ
き
、「
日
本
史
観
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
光

圀
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
水
戸
藩
は
、
倫
理
道
徳
及
び
尊
皇
と
い
っ
た
立
場
に
立
っ
て
、「
大
日
本
史
」
の
編
纂
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
間
、
水

戸
の
彰
考
館
は
、『
皇
朝
新
史
』
と
い
う
書
名
を
推
し
た
が
、
正
徳
五
年
（1715

）、
第
三
代
藩
主
の
徳
川
綱
條
（1656

─1718

）
の
裁
定
に
よ

り
、
書
名
が
『
大
日
本
史
』
と
定
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
（
正
徳
本
）。
正
徳
本
が
刊
行
さ
れ
た
後
も
、
編
纂
事
業
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
朱
舜

水
の
弟
子
で
あ
る
安
積
覚
（
澹
泊
、1656

─1738

）
は
、
享
保
年
間
に
、『
大
日
本
史
』・
享
保
本
の
編
纂
を
完
成
し
た
。
し
か
し
、「
本
紀
」、「
列

伝
」
が
脱
稿
し
た
が
、「
志
」「
表
」
の
部
分
は
未
着
手
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
澹
泊
が
死
ん
だ
後
、
編
纂
事
業
は
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
天
明
六
年

（1786

）、
彰
考
館
総
裁
の
立
原
翠
軒
（1744

─1823

）
に
よ
り
、1799

年
の
光
圀
百
年
忌
に
備
え
た
刊
行
の
た
め
、「
本
紀
」、「
列
伝
」
の
校
訂

作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
水
戸
藩
出
身
の
長
久
保
赤
水
、
藤
田
幽
谷
、
高
橋
坦
室
な
ど
の
彰
考
館
館
員
は
、『
大
日
本
史
』
編
纂
に
加

わ
っ
た
。

日
本
学
界
の
論
じ
た
「
水
戸
学
」（
水
府
学
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
一
般
に
天
保
期
以
降
、
水
戸
藩
に
形
成
さ
れ
た
学
問
を
指
す
。
儒
学
、
神



日本漢文学研究 13

— 2 —

道
、
国
学
な
ど
の
内
容
を
含
め
、
一
般
的
に
「
後
期
水
戸
学
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
思
想
の
形
成
は
、
外
圧
に
押
さ
れ
て
い
る
幕
末
の
危
機
意
識

と
緊
密
に
繋
が
っ
て
い
る
。

立
原
翠
軒
が
天
明
七
年
（1787

）
年
六
月
に
「
天
下
の
三
大
患
」
に
つ
い
て
老
中
の
松
平
定
信
に
上
書
し
た
。
君
臣
上
下
の
名
分
を
正
し
、
社

会
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
藤
田
幽
谷
（1774

─1826

）
は
尊
皇
理
論
を
基
礎
に
し
て
「
正
名
論
」（1791

）
を
著
わ
し
、
ま
た1797

年
、

『
大
日
本
史
』
の
書
名
を
『
史
稿
』
に
改
名
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
幽
谷
の
息
子
で
あ
る
藤
田
東
湖
（1806

─1855

）
は
、
天
保
八
年
（1837

）

に
刊
行
さ
れ
た
「
弘
道
館
記
」
で
は
、「
我
東
照
宮
、
撥
乱
反
正
、
尊
王
攘
夷
、
允
武
允
文
、
以
開
太
平
之
基
。
吾
祖
威
公
（
頼
房
─

引
用
者
）、

實
受
封
於
東
土
、
夙
慕
日
本
武
尊
之
為
人
、
尊
神
道
、
繕
武
備
。
義
公
（
光
圀
─

引
用
者
）
繼
述
、
嘗
發
感
於
夷
齊
、
更
崇
儒
教
、
明
倫
正
名
、

以
藩
屏
國
家
。
爾
来
百
数
十
年
、
世
承
遺
緒
、
沐
浴
恩
澤
、
以
至
今
日
、
則
苟
為
臣
子
者
、
豈
可
弗
思
所
以
推
弘
斯
道
、
發
揚
先
徳
乎
。
此
則
館

之
所
以
為
設
也（

（
（

」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
後
期
水
戸
学
」
が
、
儒
学
の
名
分
論
を
踏
ま
え
、
頼
房
の
神
道
尊
敬
の
態
度
、
及
び
光
圀

の
尊
王
（
皇
）
の
姿
勢
を
受
け
継
い
だ
こ
と
を
知
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
し
か
し
、『
大
日
本
史
』
の
史
観
に
は
、「
敬
幕
」
と
矛
盾
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
あ
る
。
本
論
は
、
主
と
し
て
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
歴
史
背
景
、
そ
の
史
観
の
形
成
、
水
戸
学
と
古
学
と
の
関
係
、
前
・
後
期
水
戸
学

の
一
致
性
と
相
違
性
、
徂
徠
学
と
水
戸
学
と
の
相
互
関
係
、
及
び
「
中
期
水
戸
学
」
の
存
否
問
題
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
近
代
日
本
に

と
っ
て
の
水
戸
学
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

一
、『
大
日
本
史
』
編
纂
の
歴
史
背
景

『
大
日
本
史
』
の
編
纂
は
、
明
暦
三
年
（1657

）
年
に
開
始
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
（1906

）
に
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
た
。
合
計
、
397
巻
で
あ

る
。
開
始
か
ら
完
成
ま
で
、
約
二
百
五
十
年
を
か
け
て
完
成
し
た
。
莫
大
な
資
源
が
投
入
さ
れ
て
き
た
『
大
日
本
史
』
に
は
、
多
く
の
史
料
や
深

い
学
識
が
あ
る
。『
大
日
本
史
』
の
編
纂
は
、
光
圀
に
大
き
な
名
声
を
も
た
ら
し
た
同
時
に
、
水
戸
藩
の
武
士
た
ち
が
、
世
代
を
超
え
て
日
本
人
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の
国
家
意
識
、
天
皇
を
核
心
と
す
る
忠
誠
心
及
び
政
体
制
度
を
育
成
す
る
た
め
の
基
礎
を
造
っ
た
。
後
世
の
歴
史
研
究
者
は
、「
水
戸
学
」
を
、

光
圀
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の
歴
史
編
纂
事
業
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
明
治
維
新
の
前
兆
を
示
す
新
し
い
思
想
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
徳
川
幕
府

体
制
の
崩
壊
の
過
程
に
お
い
て
、「
水
戸
学
」
は
一
定
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
誰
で
も
認
め
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、「
水
戸
学
」
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
複
数
の
意
見
が
あ
る
。

日
本
学
界
は
、
よ
く
「
水
戸
学
」
を
「
前
期
水
戸
学
」
と
「
後
期
水
戸
学
」
に
分
け
て
捉
え
る
。「
前
期
水
戸
学
」
の
『
大
日
本
史
』
の
編
纂

は
、
儒
学
の
歴
史
観
に
基
づ
き
、
理
論
上
で
は
、
道
徳
的
な
評
判
を
重
ん
じ
る
。
考
証
上
で
は
、
光
圀
の
主
導
し
た
全
国
的
な
史
料
調
査
、
史
料

の
厳
密
的
な
解
読
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
水
戸
藩
の
実
証
的
な
伝
統
は
、
明
治
初
期
ま
で
に
続
け
ら
れ
て
き
た
。
吉
田
俊
純
に
よ
れ
ば
、「
前
期
水

戸
学
」
は
、
尊
王
論
を
中
核
と
し
て
い
て
も
、
敬
幕
の
内
容
を
持
っ
て
い
る
。「『
大
日
本
史
』
は
な
ぜ
武
家
政
権
が
成
立
し
た
か
を
、
儒
教
理
論

に
よ
っ
て
解
明
し
た
書
な
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
は
、
平
安
中
期
以
降
の
天
皇
を
政
治
的
君
主
と
し
て
よ
り
も
、
政
権
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
宗
教
的
権
威
、
祭
祀
王
と
し
て
と
ら
え
て
い
る（

（
（

。」『
大
日
本
史
』
に
お
け
る
光
圀
の
歴
史
観
は
、
次
の
三
点
に
集
約
的
に
体
現
さ
れ
る
。
⑴
神

功
皇
后
を
皇
后
伝
に
列
す
る（

（
（

。
⑵
大
友
皇
子
を
帝
紀
に
列
す
る（

（
（

。
⑶
南
朝
正
統
論
を
唱
え
る
。『
本
朝
通
鑑
』
は
、
北
朝
正
統
論
を
唱
え
る
が
、

光
圀
は
、
天
皇
権
威
を
象
徴
す
る
三
種
の
神
器
（
鏡
・
玉
・
剣
）
の
所
在
を
「
正
統
性
」
の
根
拠
と
し
、
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
（
南
北
朝
対
立

の
時
、
三
種
の
神
器
は
南
朝
に
あ
る
）。
皇
位
の
象
徴
で
あ
る
三
種
の
神
器
が
北
朝
の
後
小
松
天
皇
（1377

─1433

）
に
移
譲
さ
れ
た
と
共
に
、

そ
の
「
正
統
性
」
も
北
朝
に
移
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、『
大
日
本
史
』
は
、
南
北
朝
合
一
の
歴
史
を
記
し
た
あ
と
、
北
朝
の
後
小
松
天
皇
の
伝
を
立

て
た
。
安
積
覚
な
ど
の
彰
考
館
の
館
員
た
ち
は
、
こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
光
圀
は
、「
天
下
後
世
雖
有
罪
罪
我

者
、
但
大
義
存
焉
、
吾
豈
能
曲
筆
」
と
い
う
態
度
を
表
明
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
光
圀
は
、
儒
学
の
立
場
か
ら
天
皇
を
政
治
的
君
主

と
捉
え
て
「
南
朝
正
統
論
」
を
唱
え
て
い
た
一
方
、「
北
朝
正
統
論
」
を
支
持
し
た
。
こ
の
特
徴
は
、『
大
日
本
史
』
が
南
北
朝
の
統
一
（1392

年
）
を
も
っ
て
、
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
見
ら
れ
る
。
隠
岐
を
脱
し
て
北
条
政
権
を
滅
亡
さ
せ
た
後
醍
醐
天
皇
（1288

─

1339

）
は
、
皇
権
の
回
復
を
図
っ
た
。
後
醍
醐
天
皇
が
打
ち
出
し
た
「
建
武
の
新
政
」
と
い
う
理
想
は
、
外
見
的
に
は
復
古
調
の
色
合
い
が
あ
る



日本漢文学研究 13

— 4 —

が
、
実
は
、
中
国
皇
帝
専
制
の
発
想
に
近
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
光
圀
は
南
朝
の
正
統
性
を
唱
え
る
理
由
で
あ
る
。
も
し
、
儒
学
の
正
統
論
か
ら
見

れ
ば
、
道
徳
、
血
統
の
正
統
性
を
判
断
す
る
ほ
か
に
、「
長
幼
の
序
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
持
明
院
統
の
後
深
草
天
皇
（1243

─1304
（
（
（

）
が
兄
で
、
南
朝
大
覚
寺
統
の
後
亀
山
天
皇
（1249–130

（
（
（5

）
が
弟
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
儒
学
の
理
論
に
従
え
ば
、「
南
朝
正
統
論
」
が

成
り
立
て
な
い
。
光
圀
は
、
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
の
は
、
む
し
ろ
君
主
へ
の
忠
誠
と
い
う
武
士
思
想
を
実
践
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
儒
学

の
理
論
を
通
し
て
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。「
後
期
水
戸
学
」
は
、
光
圀
の
抱
い
た
こ
の
「
和
漢
折
衷
」
の
矛
盾
を
継
承

し
た
よ
う
に
見
え
る
。

（
一
）『
大
日
本
史
』
に
お
け
る
国
体
観

日
本
の
国
体
観
の
核
心
を
な
す
の
が
「
忠
臣
孝
子
」
の
道
徳
だ
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
元
禄
十
五
年
末
（1703

）
の
赤
穂
事
件
に
遡

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
光
圀
に
よ
れ
ば
、『
太
平
記
』
に
記
録
さ
れ
た
楠
木
正
成
（1294

─1336

）・
正
行
（1326

─1348

）
親
子
の
「
桜

井
の
別
れ
」
は
、
最
も
水
戸
藩
の
唱
え
る
国
体
の
核
心
思
想
を
体
現
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
光
圀
が
『
大
日
本
史
』
を
編
纂
す
る
目
的
は
、

「
皇
統
を
正
閏
し
、
人
臣
を
是
非
」
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
光
圀
は
、
名
分
秩
序
を
正
す
た
め
に
、「
大
義
」
と
い
う
理
念
を
『
大
日
本
史
』

編
纂
の
基
準
と
し
た
。
南
北
朝
正
閏
問
題
は
、
実
は
、
明
治
四
十
四
年
（1911

）
の
第
二
十
七
回
国
会
で
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に

学
術
界
の
議
論
に
ま
で
発
展
し
た
。「
北
朝
正
統
論
」
に
賛
成
す
れ
ば
、
万
世
一
系
の
立
場
に
よ
っ
て
国
体
を
擁
護
で
き
る
が
、
楠
木
親
子
の
南

朝
に
対
す
る
忠
誠
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
徳
教
育
の
た
め
に
、
忠
誠
的
な
国
民
道
徳
感
の
育
成
は

不
可
欠
か
ら
で
あ
る
。
光
圀
は
、
楠
木
正
成
の
忠
誠
精
神
を
称
賛
し
て
湊
川
で
墓
碑
を
建
立
し
た
。
墓
碑
の
裏
面
に
は
、
朱
舜
水
の
作
っ
た
「
楠

公
碑
陰
記
」
と
い
う
賛
文
を
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
賛
文
は
、
楠
木
正
成
の
「
忠
誠
」
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
、
光
圀
の
「
義
」
を
も
反
映
し

た
。
そ
の
後
、
多
く
の
日
本
人
の
賛
同
を
得
た（

（
（

。

水
戸
藩
第
三
代
藩
主
の
徳
川
綱
條
が
、『
大
日
本
史
』
の
序
文
で
、「
百
王
一
系
、
天
地
無
窮
」
と
い
う
主
旨
を
明
記
し
た
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
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に
光
圀
の
国
体
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
彰
考
館
総
裁
の
青
山
延
于
（1776

─1843

）
が
編
修
し
た
『
武
公
遺
事
』
に
は
、「
将
軍
家
理

の
あ
る
事
な
り
と
も
、
天
子
を
敵
と
遊
さ
れ
候
て
は
不
義
の
事
な
れ
ば
、
は
将
軍
家
に
従
ふ
こ
と
は
あ
る
ま
じ
…
…
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
反
映
さ

れ
た
天
皇
に
忠
誠
を
尽
す
精
神
は
、
水
戸
藩
の
「
家
法
」
で
あ
る
。
清
原
貞
雄
に
よ
れ
ば
、
幕
末
・
維
新
期
に
際
し
て
、
日
本
を
危
機
か
ら
救
う

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
水
戸
藩
の
「
家
法
」
で
あ
っ
た（

（
（

。

光
圀
の
国
体
精
神
は
、
後
期
水
戸
学
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
幕
末
の
多
く
の
志
士
は
、「
国
体
」
を
擁
護
し
て
、
結
果
と
し
て
明
治

維
新
の
発
生
を
促
し
た
。
彼
ら
の
論
じ
た
国
体
精
神
は
、
一
言
で
い
う
と
、「
尊
王
攘
夷
」
の
思
想
で
あ
る
。「
国
体
」
の
本
義
は
、
天
皇
の
親
政

を
是
と
し
、
武
家
政
治
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
状
況
は
、
天
皇
よ
り
、
幕
府
の
権
力
は
明
ら
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
幕
末
、

朝
廷
（
公
）
の
権
威
と
幕
府
の
権
力
を
結
び
つ
け
て
調
和
さ
せ
る
公
武
合
体
の
よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た（

（
（

。
嘉
永
六
年
（1853

）、
ペ
リ
ー
艦
隊
来

航
の
後
、
幕
府
の
実
力
が
衰
え
、
結
局
、
開
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
本
の
未
来
を
憂
え
る
幕
末
の
志
士
た
ち
は
、
国
体
の
基
本
が
天
皇
親

政
の
復
活
に
あ
る
と
考
え
、
天
皇
親
政
を
復
活
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
公
武
合
体
」
の
体
制
を
廃
止
し
て
尊
王
思
想
の
基
礎
を
確
立
し
よ
う
と
し

た
。
水
戸
学
派
は
、
国
体
観
念
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
尊
王
攘
夷
の
思
想
流
派
で
あ
る
。
代
表
的
な
学
者
は
、
藤
田
幽
谷
（1774

─1826

）、

会
沢
正
志
斎
（1782

─1863

（
（1
（

）、
藤
田
東
湖
（1806

─1855
（
（1
（

）
で
あ
る
。
藤
田
幽
谷
は
、
修
史
の
伝
統
を
重
ん
じ
、「
国
体
論
」、「
万
世
一
系
の
皇

統
」
の
特
殊
性
を
解
釈
す
る
と
き
、
君
臣
の
「
名
分
」
論
を
打
ち
出
し
た
。
会
沢
正
志
斎
は
、「
忠
孝
」
の
理
念
を
主
張
し
た
。
藤
田
東
湖
は
、

「
仁
厚
義
勇
之
風
」
を
提
出
し
て
国
体
論
の
再
建
を
試
み
た
。
水
戸
藩
は
、
御
三
家
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
他
藩
と
比
べ
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
源
流
と
先
駆
者
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
水
戸
藩
の
国
体
論
に
は
、
そ
も
そ
も
幕
府
反
対
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
忠

誠
を
つ
く
す
べ
き
対
象
は
、
天
皇
で
あ
る
た
め
、
幕
府
と
の
間
、
あ
る
程
度
の
緊
張
感
を
保
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
長
い
間
、
学
界
の
注
目
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（
二
）『
大
日
本
史
』
に
お
け
る
南
北
朝
正
閏
論

一
般
的
に
言
え
ば
、
徳
川
時
代
の
征
夷
大
将
軍
が
、
北
朝
系
統
の
朝
廷
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
北
朝
系
統
の
朝
廷
が
正
統

で
な
け
れ
ば
、
徳
川
時
代
の
征
夷
大
将
軍
も
そ
の
合
法
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
時
代
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代
か
ら
北
朝
（
持
明

院
統
）
ま
で
の
天
皇
系
統
が
正
統
と
さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
江
戸
時
代
の
歴
史
学
者
の
林
羅
山
、
新
井
白
石
な
ど
の
論
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、『
大
日
本
史
』
は
、
儒
学
の
正
統
論
に
よ
っ
て
「
北
朝
正
統
論
」
を
構
築
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
個
人
道
徳
（
光
圀
の
信
条
）
で
の
君

主
へ
の
忠
誠
を
説
明
し
、「
南
朝
正
統
論
」
を
も
強
調
し
た
。『
大
日
本
史
』
の
編
纂
が
南
朝
の
年
号
を
用
い
た
。
こ
の
「
南
朝
正
統
論
」
の
史
観

は
、『
太
平
記
』
及
び
朱
子
学
歴
史
観
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
光
圀
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時

代
の
公
卿
の
合
法
性
を
認
め
る
。
源
親
房
（
北
畠
親
房
、1293

─1354

）
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
時
代
で
活
躍
し
た
公
卿
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
国
体
を
重
ん
じ
て
皇
国
史
観
を
主
張
し
、『
神
皇
正
統
記
』
を
著
わ
し
た
。
し
か
し
、
親
房
は
、
曾
て
公
卿
階
層
の
立
場
に
立
っ
て
、
天
皇

の
専
制
政
治
（
建
武
の
新
政
）
を
批
判
し
、
ま
た
政
治
路
線
に
お
い
て
は
、
後
醍
醐
天
皇
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。
足
利
氏
の
内
紛
に
際
し
て
、
親

房
は
、
足
利
尊
氏
（1305

─1358

）
が
南
朝
へ
の
一
時
降
伏
を
認
め
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
正
平
一
統
（1351

）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
北
朝
が
南
朝
に
統
一
さ
れ
た
。
し
か
し
、1392
年
、
足
利
義
満
（1358

─1408

）
は
改
め
て
南
朝
を
北
朝
に
統
一
さ
せ
た
。
当
時
、
北
畠
家

は
、
南
朝
公
卿
と
し
て
室
町
幕
府
の
守
護
大
名
を
務
め
続
け
、
ま
た
戦
国
大
名
に
転
化
し
た
。
親
房
は
、
南
朝
と
北
朝
の
両
方
と
も
関
係
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
水
戸
学
及
び
そ
の
後
の
皇
国
史
観
は
、
親
房
を
「
建
武
の
中
興
、
後
醍
醐
天
皇
の
再
即
位
を
協
力
し
た
忠
臣
」
と
位
置
づ
け

た
。
光
圀
は
、「
日
本
古
来
、
万
世
一
系
」、「
大
覚
寺
統
（
南
朝
）
こ
そ
が
正
統
だ
」
と
い
う
親
房
の
考
え
を
信
じ
て
い
た
。『
大
日
本
史
』
は
、

親
房
の
路
線
に
従
っ
た
が
、
水
戸
の
学
者
た
ち
は
、
実
は
、
親
房
の
思
想
を
曲
解
し
、
神
武
創
業
か
ら
南
北
朝
合
一
（
南
朝
滅
亡
）
ま
で
の
百
代

帝
王
治
世
の
歴
史
を
描
き
出
し
た
。
さ
ら
に
、
足
利
尊
氏
を
逆
賊
扱
い
し
、
親
房
と
楠
木
正
成
を
忠
臣
と
し
た
。
王
家
驊
に
よ
れ
ば
、
有
徳
者
の

継
承
を
正
統
と
す
る
『
神
皇
正
統
記
』
の
観
点
は
、
中
国
の
儒
学
の
思
想
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る（

（1
（

。
親
房
が
『
神
皇
正
統
記
』
を
著
し
て
南

朝
正
統
説
を
主
張
し
た
と
き
、
南
・
北
朝
は
ま
た
両
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
の
合
一
の
後
、
北
朝
の
天
皇
は
、
正
統
な
皇
位
継
承
者
と
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な
る
の
で
、
当
時
か
ら
、
北
朝
正
統
論
を
主
張
し
て
い
た
人
が
既
に
い
た
。

二
、
水
戸
学
と
古
学
と
の
関
係

（
一
）
山
鹿
素
行
と
朱
舜
水

山
鹿
素
行
（1622

─1685
）
は
、
徳
川
初
期
の
儒
学
者
、
兵
学
者
で
あ
っ
て
、
山
鹿
流
及
び
古
学
派
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
。
彼
は
、
初
め
は
幕

府
林
家
の
朱
子
学
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
三
十
九
歳
に
な
っ
て
も
、
な
お
宋
儒
の
言
う
「
心
性
の
学
」
を
理
解
で
き
ず
、
朱
子
学
が
実
は
聖
人
の

道
を
離
れ
た
異
端
の
学
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
終
に
、
寛
文
六
年
（1666

）、
四
十
五
歳
の
時
、『
聖
教
要
録
』
を
刊
行
し
て
朱
子
学
を
批

判
し
た
。
当
時
、
朱
舜
水
は
江
戸
に
招
か
れ
て
講
学
し
て
い
た
。
素
行
は
、
直
接
に
朱
舜
水
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、「
素
行
」
と
は
、

実
は
朱
舜
水
か
ら
授
か
る
字
で
あ
る
。
素
行
の
た
め
に
、
朱
舜
水
は
次
の
よ
う
な
「
子
敬
箴
」
を
作
っ
た
。

問
學
如
何
？
徴
乎
素
行
。
素
行
如
何
？
希
賢
希
聖
、
匪
敢
潜
諭
、
勉
承
來
命
。
堯
舜
可
為
、
人
皆
此
性
、
儒
道
非
難
、
養
至
徳
聖
。
懿
美

内
涵
、
聞
望
外
令
、
文
武
張
弛
、
維
人
無
競
。
温
恭
誠
允
、
端
荘
静
正
、
不
在
他
求
、
是
在
子
敬（

（1
（

。

素
行
に
対
し
て
、
儒
道
を
発
揚
す
る
と
は
、「
養
い
て
徳
聖
に
至
る
」
の
だ
と
、
朱
舜
水
は
言
っ
た
。

（
二
）
山
鹿
素
行
と
徳
川
光
圀

光
圀
が
、
素
行
の
贈
っ
た
『
聖
教
要
録
』
を
読
ん
だ
後
、
周
公
、
孔
子
の
原
典
に
遡
っ
て
検
討
す
る
素
行
の
手
法
は
、
朱
子
学
の
思
想
体
系
を

構
築
す
る
幕
府
の
目
標
と
食
い
違
う
と
考
え
、
そ
の
朱
子
学
批
判
の
部
分
を
削
除
す
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。
し
か
し
、
素
行
は
、
こ
の
提
言
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た（

（1
（

。
素
行
と
光
圀
は
、
互
い
に
尊
敬
し
合
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
学
問
立
場
を
妥
協
せ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い

た
。
光
圀
は
、
素
行
が
自
分
の
事
業
に
役
立
て
る
人
材
だ
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
水
戸
藩
が
必
ず
朱
子
学
の
学
問
を
守
り
、
朱
子
学
へ
の
批
判
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を
許
さ
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
素
行
を
江
戸
の
水
戸
藩
屋
敷
か
ら
追
い
払
っ
た
。
朱
舜
水
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
っ

た
。『

聖
教
要
録
』
の
序
文
で
は
、
素
行
が
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
漢
唐
之
訓
詁
、
宋
明
之
理
學
、
各
利
口
饒
舌
、
而
欲
弁
惑
、
惑
愈
深
、
令

聖
人
坐
於
塗
炭
、
最
可
畏
也
。（
中
略
）
予
者
師
周
公
孔
子
、
不
師
漢
唐
宋
明
之
諸
儒
。
學
志
聖
教
、
而
不
志
異
端
。
行
専
日
用
、
不
事
洒
落
、

知
之
至
也（

（1
（

。」
ま
た
、「
及
周
衰
、
天
生
仲
尼
、
自
生
民
以
來
、
未
有
盛
於
孔
子
也
。
孔
子
没
而
聖
人
之
統
殆
盡
」
と
言
う（

（1
（

。
素
行
が
漢
唐
宋
明
の

学
問
を
是
と
せ
ず
、
周
公
、
孔
子
の
道
を
尊
ぶ
姿
勢
が
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
、「
行
専
日
用
、
不
事
洒
落
」
と
い
う
学
問
の
態
度
は
、
朱
舜
水
の

追
求
す
る
「
日
用
の
学
」
と
一
致
し
て
い
る
。
詩
に
つ
い
て
は
、
素
行
の
「
後
之
學
作
詩
、
巧
言
奇
趣
、
其
所
言
皆
虚
誕
也
。
故
詩
人
者
天
下
之

閑
人
也
、
佚
楽
遊
宴
之
媒
也
」、
と
の
主
張
も
朱
舜
水
の
詩
に
対
す
る
批
判
と
類
似
し
て
い
る（

（1
（

。

素
行
は
、
さ
ら
に
「
及
宋
、
周
程
張
邵
相
繼
而
起
、
聖
人
之
學
至
此
大
變
、
學
者
陽
儒
陰
異
端
也
。
道
統
之
傳
至
宋
竟
泯
沒
、
況
陸
王
之
徒
不

足
算
、
唯
朱
元
晦
大
功
聖
經
、
然
不
得
超
出
餘
流
。
噫
！
道
之
託
人
行
世
皆
在
天
、
其
孰
強
與
於
此
乎（

（1
（

」
と
論
じ
て
い
る
。
素
行
に
よ
れ
ば
、
徳

川
社
会
が
聖
教
を
恢
復
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
陽
儒
陰
異
端
」
の
学
問
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
点
は
、
当
時
宋
学
を
真
理
と

す
る
幕
府
林
家
に
よ
っ
て
敵
視
さ
れ
た
。
素
行
の
弟
子
た
ち
は
、
林
家
か
ら
の
攻
撃
を
恐
れ
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
素
行
を
賛
美
し

た
。「
先
生
勃
興
二
千
載
之
後
、
垂
跡
於
本
朝
、
崇
周
公
孔
子
之
道
、
初
舉
聖
學
之
綱
領
、
身
也
、
家
也
、
國
也
、
天
下
也
。
於
文
於
武
、
其
教

學
聞
而
無
不
通
、
為
而
無
不
効
、
先
生
之
在
於
今
世
、
殆
時
政
之
化
乎（

（1
（

」。
自
分
の
学
問
の
受
け
た
批
判
に
つ
い
て
は
、
素
行
も
自
ら
次
の
よ
う

に
反
発
し
た
。「
罪
我
者
、
罪
周
公
孔
子
之
道
也
。
我
可
罪
而
道
不
可
罪
、
罪
聖
人
之
道
者
、
時
世
之
誤
也
」（『
配
所
残
筆
』）。
こ
の
よ
う
に
、

素
行
は
、
こ
れ
か
ら
徳
川
社
会
の
学
問
発
展
が
、
も
し
周
公
、
孔
子
の
本
当
の
聖
賢
の
道
を
排
斥
す
れ
ば
、
時
代
に
逆
行
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な

る
と
論
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
聖
學
何
為
乎
？
學
為
人
之
道
也
。
聖
教
何
為
乎
？
教
為
人
之
道
也
。
人
不
學
則
不
知
道
、
生
質
之
美
、
知
識
之

敏
、
不
知
道
其
蔽
多
」
と
い
い
、「
學
唯
學
古
訓
、
致
其
知
而
施
日
用
也
」（『
聖
教
要
録
』
上
「
聖
學
」）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
聖
人
の
教

え
を
頻
繁
に
、
巧
み
に
語
る
必
要
が
な
く
、
百
姓
の
民
生
、
日
用
生
活
に
即
し
て
簡
単
に
説
け
ば
結
構
で
あ
る
。
素
行
は
、「
弄
精
神
、
認
心
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性
、
乃
道
遥
遠
」（『
聖
教
要
録
』
下
「
道
原
篇
」）
と
い
う
宋
儒
の
作
法
を
批
判
し
て
い
た
。
素
行
の
提
唱
し
た
日
用
の
学
は
、
即
ち
朱
舜
水
が

日
本
で
唱
導
し
た
実
学
の
思
想
で
あ
っ
た
。
素
行
は
、
実
学
の
思
想
を
義
利
の
弁
ま
で
に
発
展
さ
せ
、
道
徳
と
経
済
と
の
関
係
を
論
じ
た
。「
君

子
以
義
為
利
、
小
人
知
利
不
知
義
。
君
子
之
利
能
亨
、
小
人
之
利
不
全
。
義
利
不
支
離
、
利
者
義
之
和
也
。
義
之
所
有
、
利
随
之
」（『
聖
教
要

録
』
上
「
知
至
」）
と
論
じ
、
義
利
の
道
徳
が
経
済
の
基
礎
を
為
し
、
義
と
利
が
互
い
に
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。

山
鹿
素
行
が
朱
舜
水
に
対
し
て
弟
子
の
礼
を
と
り
、
そ
の
思
想
形
成
も
朱
舜
水
か
ら
の
影
響
を
大
に
受
け
て
い
た
。
他
方
、
荻
生
徂
徠
も
多
少

山
鹿
素
行
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
に
違
い
な
い（

（2
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
朱
舜
水
の
思
想
が
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
日
本
古
学
派
の
儒
学
者
に
影
響

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
舜
水
と
日
本
古
学
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
の
で
、
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い（

（2
（

。

三
、
水
戸
藩
に
お
け
る
徂
徠
学
の
萌
芽

学
界
は
、
水
戸
学
を
朱
子
学
発
展
の
一
様
態
と
し
て
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
舜
水
の
学
問
と
思
想
を
朱
子
学
と
同
一
視
し
、
あ
る
い
は

陽
明
学
と
類
似
す
る
と
見
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
朱
舜
水
は
自
ら
、「
宋
儒
之
學
可
為
也
、
宋
儒
之
氣
息
不
可
師
也
。
至
若
陽
明
之
事
、
偶

舉
其
説
『
良
知
是
赤
的
』、
以
為
笑
談
耳
。
故
曰
『
良
知
豈
是
赤
來
的
』、
非
僕
宗
陽
明
學
、
信
勿
深
疑（

（2
（

」
と
自
己
釈
明
を
し
た
。
朱
舜
水
の
弟
子

の
安
積
覚
は
、
徂
徠
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、「
礼
」
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。「
先
侯
（
光
圀
─

引
用
者
）
嘗
問
朱
文
恭
（
朱
舜
水
─

引
用

者
）
以
五
廟
之
制
、
文
恭
不
採
『
家
禮
』、
其
言
曰
「『
家
禮
』
乃
庶
士
官
司
之
礼
、
豈
所
以
施
於
諸
侯
者
哉
？
庶
士
官
司
之
礼
、
尚
不
得
施
之
以

士
、
況
得
施
之
以
大
夫
、
施
之
諸
侯
乎
？（

（2
（

」「
五
廟
の
制
」
に
つ
い
て
、
朱
舜
水
は
「
朱
子
謂
凡
廟
之
制
、
前
廟
以
奉
神
、
後
寝
以
藏
衣
冠
、
但

失
之
粗
率
、
亦
非
鑿
鑿
謂
前
廟
奉
主
也（

（2
（

」
と
論
じ
、
朱
熹
の
考
え
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
太
夫
人
の
配
祀
問
題
に
つ
い
て
は
、

朱
舜
水
は
、「
程
子
以
翁
婦
為
嫌
、
欲
為
別
廟
別
祭
、
於
禮
固
為
支
離
」
と
論
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
安
積
は
、「
文
恭
不
專
尚
程
朱
、
往
往
此
類
是

也（
（2
（

」
と
言
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
朱
舜
水
は
程
朱
学
、
陽
明
学
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
そ
の
思
想
主
張
が
徳
川
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幕
府
の
儒
官
で
あ
る
木
下
順
庵
（1621

─1699

（
（2
（

）、
山
鹿
素
行
、
荻
生
徂
徠
の
唱
え
て
い
た
古
学
派
と
密
接
し
て
い
る
。
朱
舜
水
は
、
性
理
学
の

空
理
空
論
を
避
け
て
政
治
、
経
済
の
実
情
と
関
連
す
る
実
学
主
義
を
主
張
し
て
い
た
。

（
一
）
政
治
学
と
し
て
の
徂
徠
学

荻
生
徂
徠
（1666
─1728

）
の
学
問
が
重
視
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
学
界
に
お
け
る
清
朝
に
対
す
る
評
価
も
、
そ
し
て
明
末
儒
学
、
清
初
儒
学
に

対
す
る
評
価
も
、
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
も
、
知
識
人
階
層
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
。
徂
徠
の
認
め
た
「
聖
人
の
道
」
と
は
、
伏

羲
、
神
農
、
黄
帝
、
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
、
周
公
、
孔
子
と
い
う
詩
、
書
、
礼
、
楽
を
伝
授
す
る
聖
人
た
ち
が
作
っ
た
、
天
下
を
安
ん
ず

る
た
め
の
道
、
及
び
伝
授
し
た
詩
、
書
、
礼
、
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
素
行
の
学
問
の
姿
勢
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
徂
徠
は
「
弁

道
」
に
、「
礼
楽
刑
政
」
を
「
仁
愛
」
の
本
体
と
し
、
先
王
の
道
が
「
仁
」
を
至
大
と
し
た
。
さ
ら
に
「
弁
名
」（
上
）
に
は
、「
仁
」
を
次
の
よ

う
に
定
義
し
た
。「
仁
者
、
謂
長
人
安
民
之
德
也
、
是
聖
人
之
大
德
也
。
天
地
大
德
曰
生
、
聖
人
則
之
、
故
又
謂
之
好
生
之
德
」。
徂
徠
の
「
天
下

を
安
ん
ず
る
道
」
は
、
最
大
な
道
徳
と
し
て
の
「
仁
」
に
基
づ
き
、
民
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
民
を
安
ん
ず
る
た
め
に
、
国
家
の
経

済
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
徂
徠
は
、
歴
史
に
注
目
し
、
政
治
学
と
し
て
の
徂
徠
学
は
、
古
文
辞
学
を
方
法
と
し
て
諸
子

百
家
を
研
究
し
、
礼
楽
刑
政
制
度
な
ど
の
聖
人
の
道
を
政
治
、
経
済
と
関
連
さ
せ
て
活
用
し
て
い
た
。
こ
の
方
法
は
、
素
行
の
道
徳
と
経
済
の
相

互
関
係
論
か
ら
影
響
を
受
け
、「
道
」
を
己
の
物
と
し
て
、
み
ず
か
ら
聖
人
に
な
っ
て
い
く
朱
子
学
の
思
考
様
式
と
異
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

（
二
）
水
戸
学
に
対
す
る
徂
徠
学
の
影
響

⑴
一
元
か
ら
多
元
へ
の
学
問
発
展

徂
徠
学
が
後
期
水
戸
学
及
び
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
ず
っ
と
前
か
ら
論
争
が
あ
っ
た
。

徂
徠
の
学
問
は
、
前
期
水
戸
学
と
正
反
対
の
性
格
を
持
っ
た
が
、
本
当
に
後
期
水
戸
学
に
影
響
を
与
え
た
の
か
。
も
し
影
響
が
あ
れ
ば
、
そ
の
影
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響
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
ま
ず
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
徳
川
社
会
は
、
17
世
紀
か
ら
朱
子
学
を
中
心
学
問
と
し
て
、

ま
た
朱
舜
水
の
求
め
る
民
生
日
用
の
実
学
を
取
り
入
れ
、
徳
川
の
官
学
の
合
法
性
に
衝
撃
を
与
え
た
。
18
世
紀
か
ら
、
伊
藤
仁
斎
の
唱
え
た
古
義

学
、
荻
生
徂
徠
の
唱
え
た
古
文
辞
学
が
次
々
現
れ
て
き
た
。
素
行
、
仁
斎
、
徂
徠
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
宋
儒
の
論
説
を
排
斥
し
て
、
原
始
の
儒

学
思
想
を
復
活
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
日
本
意
識
に
基
づ
い
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
儒
学
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
聖
教
精
神
を
発
揚
し
よ
う
と
し

た
。
素
行
と
徂
徠
は
、
さ
ら
に
団
体
道
徳
的
な
倫
理
と
功
利
学
説
を
提
唱
し
、
兵
学
研
究
を
進
め
、
国
家
主
義
を
力
説
し
た
。
彼
ら
は
、
学
問
が

道
徳
を
基
礎
に
し
て
政
治
と
経
済
の
発
展
を
重
ん
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
先
生
（
朱
舜
水
─

引
用
者
）
の
学
問
は
、
本
当
の
経

済
学
問
で
あ
る
。（
中
略
）
先
生
は
、
詩
書
礼
楽
か
ら
、
稲
田
耕
作
、
屋
敷
様
式
、
酒
食
塩
醤
ま
で
は
熟
知
し
て
い
る（

（2
（

。」
と
い
う
朱
舜
水
の
実
学

の
特
質
に
対
す
る
光
圀
の
評
価
と
類
似
し
て
い
る
。
当
時
は
、
中
江
藤
樹
（1608

─1648

）
を
は
じ
め
と
す
る
陽
明
学
、
国
学
を
大
成
し
た
本
居

宣
長
（1730

─1801

）
な
ど
の
学
問
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
徳
川
社
会
の
朱
子
学
の
一
元
的
な
学
問
状
態
か
ら
多
元
的
な
方
向
の
発
展
を
示
し

た
。徂

徠
は
朱
舜
水
の
弟
子
の
安
積
覚
と
付
き
合
っ
た
前
に
、
間
接
的
に
朱
舜
水
の
学
問
に
接
し
た
こ
と
が
あ
る
。
朱
舜
水
の
思
想
を
吸
収
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
六
経
」
を
核
心
と
す
る
思
想
を
完
成
し
た
。
徂
徠
の
方
法
は
、
実
は
「
書
理
只
在
文
本
、
涵
泳
深
思
自
然
會
有
、
注
脚
離
他
不

得（
（2
（

」
と
い
う
朱
舜
水
の
考
え
と
近
い
。
最
近
は
、
朱
舜
水
と
荻
生
徂
徠
と
の
関
連
を
改
め
て
検
討
す
る
高
悦
の
研
究
は
、
注
目
に
値
す
る（

（3
（

。
そ
の

他
、
日
本
兵
学
に
つ
い
て
、
徂
徠
は
、
前
述
し
た
楠
木
正
成
を
我
が
国
中
古
兵
学
の
第
一
人
者
だ
と
高
く
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
光
圀
を
も
高
く

評
価
し
た（

（3
（

。
安
積
覚
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
徂
徠
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
山
先
侯
（
光
圀
─

引
用
者
）
首
革
儒
者
陋
習
、
且
曰
有
民
人
焉
、
有
社
稷
焉
、
寡
人
亦
儒
者
也
、
是
自
非
常
之
君
所
見
、
逈
踰
流
俗
萬

萬
、
因
又
憾
時
相
及
而
遇
不
及
、
恍
如
異
代
、
徒
為
之
悵
望
已
。（『
徂
徠
集
』
巻
28
）

徂
徠
は
光
圀
が
儒
学
の
陋
習
を
改
め
、
人
民
、
国
家
に
配
慮
す
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
。
光
圀
と
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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不
佞
茂
卿
、
自
少
小
仄
聞
大
邦
之
風
、
私
心
嚮
往
者
尚
矣
。
恭
惟
西
山
先
侯
、
以
親
藩
之
尊
、
為
柱
石
斯
文
、
天
縱
之
資
、
追
蹤
異
代
、

乃
間
平
不
啻
已
。
其
好
士
下
賢
之
盛
、
熀
燁
一
世
、
則
先
明
遺
民
、
有
若
朱
舜
水
先
生
、
暨
僧
東
皐
（
心
越
─

引
用
者
）
之
属
、
遥
覽
徳

輝
、
翩
然
來
集
、
自
余
文
學
之
士
、
従
遊
如
雲
、
亦
皆
梁
苑
之
選
也
。（『
徂
徠
集
』
巻
28
）

こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
徂
徠
は
光
圀
が
人
材
を
重
ん
じ
て
、
朱
舜
水
を
招
聘
し
て
作
ら
せ
た
水
戸
藩
の
独
特
な
学
風
に
憧
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑵
徂
徠
学
が
水
戸
学
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
に
つ
い
て

早
く
徂
徠
学
と
水
戸
学
と
の
関
係
性
に
注
目
し
た
尾
藤
正
英
が
『
水
戸
市
史
』（
中
巻
の
二
）
に
収
録
さ
れ
た
史
料
を
使
っ
て
、
二
者
の
関
連

性
を
確
認
し
た
。

こ
の
前
期
か
ら
後
期
へ
の
思
想
上
の
変
化
は
、
水
戸
藩
の
内
部
だ
け
で
生
じ
た
現
象
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
思

想
界
の
動
向
の
推
移
が
あ
っ
た
。
前
期
に
お
け
る
編
纂
事
業
（『
大
日
本
史
』
─

引
用
者
）
が
朱
子
学
に
立
脚
し
て
い
た
の
は
、
朱
子
学
が
当

時
の
儒
学
の
世
界
で
主
流
を
占
め
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
た
。
や
が
て
元
禄
時
代
の
前
後
か
ら
、
伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠
ら
に
よ
っ

て
、
朱
子
学
に
対
す
る
批
判
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ
に
代
る
古
学
の
学
説
が
提
示
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
学
界
の
状
況
が
一
変
し
た
。
と
く
に
徂

徠
の
学
問
は
、
十
八
世
紀
中
葉
の
江
戸
を
中
心
と
す
る
学
界
を
風
靡
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
下
に
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
ら
に
よ
る
国

学
の
研
究
が
発
展
し
、
朱
子
学
ば
か
り
で
は
な
く
、
儒
学
そ
の
も
の
の
思
想
的
権
威
も
前
期
に
比
べ
れ
ば
失
わ
れ
て
き
た
。
後
期
に
お
け
る

修
史
事
業
の
進
展
と
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
の
水
戸
学
の
成
立
と
は
、
右
の
徂
徠
学
な
ら
び
に
国
学
の
影
響
を
無
視
し
て
は
考
え
る
こ
と
が

で
き
な
い（

（3
（

。

歴
史
編
纂
の
態
度
か
ら
み
れ
ば
、
後
期
水
戸
学
は
徂
徠
学
よ
り
影
響
を
受
け
た
と
い
う
尾
藤
正
英
の
論
述
に
、
小
島
康
敬
も
賛
同
し
て
い
る
。

言
っ
て
み
れ
ば
、
徂
徠
出
現
以
後
の
知
的
世
界
は
、
徂
徠
の
思
想
を
忠
実
に
継
承
す
る
に
し
ろ
う
、
批
判
的
に
摂
取
す
る
に
し
ろ
う
、
あ
る
い
は

正
面
か
ら
こ
れ
を
否
定
し
去
る
に
し
ろ
う
、
徂
徠
の
学
問
、
思
想
と
何
ら
か
の
形
に
か
か
わ
っ
た
所
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
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あ
ろ
う（

（3
（

。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
名
越
時
正
が
異
論
を
唱
え
て
い
た
。「
氏
（
尾
藤
─

引
用
者
）
の
後
期
水
戸
学
国
体
論
が
、
徂
徠
→
制
度
史

→
志
表
と
い
ふ
経
路
を
経
て
成
立
し
た
と
す
る
立
論
に
あ
る
。
そ
れ
は
前
期
水
戸
学
の
国
体
論
を
無
視
し
て
、
或
い
は
知
ら
な
い
で
進
め
ら
れ
た

と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。」
ま
た
、
前
期
水
戸
学
の
「
国
体
論
」
は
、
主
に
栗
山
潛
峰
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
後
期
水
戸
学
の
「
国
体

論
」
は
、
そ
の
継
承
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た（

（3
（

。
徳
川
時
代
に
お
い
て
、
国
体
思
想
が
既
に
発
達
し
た
の
は
、
事
実
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
、
筆
者
が
論
じ
た
い
「
前
期
水
戸
学
国
体
論
」
と
は
、
基
本
的
に
光
圀
の
国
史
研
究
及
び
朱
子
学
の
大
義
名
分
思
想
に
由
来
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
尊
王
思
想
及
び
『
大
日
本
史
』
史
観
は
、
彰
考
館
の
学
者
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
。

荒
川
久
壽
男
は
、
革
命
史
観
に
基
づ
き
、
徂
徠
学
か
ら
の
影
響
を
否
定
し
た（

（3
（

。
荒
川
に
よ
れ
ば
、
後
期
水
戸
学
は
、
実
は
、
徂
徠
学
を
超
え
て

「
道
義
」
を
軸
に
し
て
経
世
実
用
を
唱
え
る
学
問
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
他
に
、
橋
川
文
三
は
、「
徂
徠
学
派
の
影
響
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
従
来
あ
ま
り
研
究
さ
れ
た
様
子
も
な
く
、
そ
れ
が
『
大
日
本
史
』
編
修
に
ど
ん
な
作
用
を
与
え
た
か
も
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
の
ち
に
は
翠
軒
と
敵
対
関
係
に
な
っ
た
幽
谷
も
ま
た
、
古
文
辞
学
そ
の
も
の
に
は
概
し
て
好
意
的
と
み
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
徂
徠
学
が
水
戸
史
学
に
与
え
た
影
響
一
般
と
い
う
こ
と
は
な
お
さ
ら
に
捉
え
に
く
い
こ
と
に
な
る（

（3
（

。」
と
論
じ
て
い
た
。
こ

こ
か
ら
み
れ
ば
、
橋
川
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
結
論
を
下
さ
な
か
っ
た
。
藤
田
幽
谷
と
翠
軒
と
の
敵
対
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

梶
山
孝
夫
も
尾
藤
正
英
の
論
点
を
批
判
し
た
。「
水
戸
藩
に
お
い
て
も
安
積
澹
泊
が
徂
徠
と
文
通
し
た
こ
と
は
著
名
で
あ
り
、
ま
た
長
久
保
赤

水
、
田
中
江
南
ら
に
よ
っ
て
徂
徠
学
の
導
入
が
図
ら
れ
、
谷
田
部
東
壑
や
立
原
翠
軒
も
徂
徠
学
を
学
ん
だ
と
い
ふ
。
し
か
し
翠
軒
が
特
定
の
学
派

に
捉
は
れ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
志
表
の
編
纂
か
ら
い
へ
ば
廃
止
を
主
張
し
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
面
か
ら
徂
徠
学
の
影
響
を
直

接
に
受
け
た
と
は
い
へ
ま
い
。
よ
り
性
格
に
い
へ
ば
拒
否
の
立
場
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う（

（3
（

」。
そ
の
ほ
か
、
高
山
大
毅
は
、
翠
軒
と
幽
谷
が
徂
徠

学
と
の
関
係
を
触
れ
な
か
っ
た
が
、「
翠
軒
は
諸
学
兼
採
を
説
き
、
徂
徠
学
に
専
ら
依
拠
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
力
に
よ
っ
て
、

水
戸
徳
川
家
中
の
講
学
に
お
い
て
徂
徠
学
が
排
除
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た（

（3
（

。」
と
論
じ
て
い
る
。
翠
軒
の
弟
子
で
あ
る

小
宮
山
楓
軒
も
徂
徠
学
に
心
を
傾
け
、
大
阪
に
行
っ
て
徂
徠
学
の
文
献
を
筆
録
し
た
こ
と
が
あ
る
。『
余
毒
』
と
い
う
文
章
で
は
、
次
の
よ
う
に
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論
じ
て
い
る
。

本
藩
（
水
戸
─

引
用
者
）
之
學
、
皆
主
宋
學
、
文
辞
朴
質
、
頗
有
固
陋
之
弊
。
至
是
江
南
首
倡
古
學
、
府
下
之
士
、
始
聞
新
奇
之
説
、
以

為
痛
快
、
從
遊
者
甚
衆
。
水
府
之
学
於
是
乎
一
變
。
厥
後
古
學
大
行
、
雖
一
洗
當
時
固
陋
之
弊
、
而
明
儒
偷
薄
之
風
、
入
人
肌
骨
、
至
今

不
可
去
者
、
亦
江
南
之
余
毒
也（

（4
（

。

小
宮
山
が
こ
こ
で
言
及
し
た
江
南
と
は
、
即
ち
翠
軒
の
先
生
の
田
中
江
南
で
あ
る
。
そ
の
思
想
が
徂
徠
学
に
強
く
影
響
さ
れ
た
。
水
戸
学
が
宋
学

を
主
と
す
る
の
で
、
江
南
か
ら
翠
軒
ま
で
の
徂
徠
学
の
脈
絡
が
、
小
宮
山
に
よ
っ
て
「
余
毒
」
と
見
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中
後
期
の
水
戸
学

者
、
例
え
ば
、
長
久
保
赤
水
（1717

─1801

（
（4
（

）、
谷
田
部
東
壑
（1733

─1789

（
（4
（

）、
立
原
翠
軒
な
ど
が
宝
暦
年
間
（1751

─1763

）
の
間
、
続
々
と

徂
徠
学
を
導
き
入
れ
た
。
特
に
立
原
翠
軒（

（4
（

は
、
水
戸
学
の
再
興
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。

四
、
立
原
翠
軒
と
「
中
期
水
戸
学
」
の
再
興

（
一
）
立
原
翠
軒
の
学
問
形
成

水
戸
彰
考
館
の
事
業
は
、
朱
舜
水
の
弟
子
の
安
積
覚
が
死
ん
だ
後
、
一
度
停
滞
し
て
い
た
。
骨
董
品
が
日
ご
と
に
破
損
し
て
い
た
。
書
籍
と
資

料
の
管
理
も
混
乱
し
て
い
た
。
目
録
類
の
書
籍
に
は
、
大
き
な
シ
ミ
の
被
害
が
あ
っ
た
。
立
原
翠
軒
が
古
器
物
な
ど
の
修
膳
に
力
を
尽
し
て
か

ら
、
彰
考
館
の
館
蔵
状
況
は
好
転
し
て
き
た
。
立
原
翠
軒
の
号
は
、
東
里
・
此
君
堂
で
あ
る
。
少
年
時
代
は
、
谷
田
部
東
壑
及
び
徂
徠
学
派
の
田

中
江
南
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
大
内
熊
耳
に
文
章
を
学
び
、
細
井
平
洲
に
唐
音
学
を
学
び
、
松
平
楽
山
に
書
法
を
学
ん
だ
。
そ
の
勉
学
の

主
要
な
目
的
は
、
徂
徠
の
学
問
の
方
法
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
宝
暦
十
三
年
（1763

）、
翠
軒
が
二
十
歳
で
彰
考
館
に
入
り
、
明
和

三
年
（1766

）
に
彰
考
館
編
集
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
年
間
を
か
け
て
『
大
日
本
史
』
を
編
纂
し
、「
仏
寺
志
」
を
著
し
て
も
、
当
時
の
総

裁
に
重
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
番
の
問
題
は
、
学
派
の
問
題
で
あ
る
。
当
時
、
彰
考
館
館
員
の
多
く
は
、
朱
子
学
者
で
あ
っ
た
。
し
か
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し
、
徂
徠
学
者
の
田
中
江
南
は
、
宋
学
の
常
套
か
ら
離
れ
て
水
戸
で
講
学
し
、
翠
軒
な
ど
の
若
手
学
者
の
好
評
を
得
た
。
翠
軒
も
広
く
さ
ま
ざ
ま

な
書
物
を
読
み
、
特
に
仁
斎
、
徂
徠
の
著
作
を
好
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
翠
軒
が
当
時
の
総
裁
で
あ
る
名
越
南
渓
、
富
田
長
洲
に
排
斥
さ
れ
て

い
た（

（4
（

。
光
圀
の
遺
志
を
継
い
で
、
翠
軒
は
、『
大
日
本
史
』
の
編
纂
の
早
期
完
成
を
目
指
し
た
。
志
を
編
纂
す
る
に
当
っ
て
、
朱
子
学
の
道
徳
性

を
尊
重
し
、
幅
広
く
資
料
を
収
集
し
、『
論
語
』、『
孟
子
』
を
精
読
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史
の
史
料
を
編
纂
す
る
。
翠
軒
は
、
詞
賦
文
章
を
重

ん
じ
、
金
石
学
を
嗜
み
、
儒
学
の
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
、
現
状
承
認
主
義
に
傾
け
、
積
極
的
に
徂
徠
学
の
学
問
方
法
を
考
え
て
い
た
。
学
問
研
究

は
流
派
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
知
識
を
広
く
吸
収
す
べ
き
と
思
い
、
翠
軒
は
、「
六
経
諸
史
皆
吾
師
」
と
い
う
勉
学
の
態
度
を
持
っ
て
い
た
。
経
書

を
解
釈
す
る
に
は
、
漢
の
伝
、
唐
の
疏
、
宋
の
注
、
何
れ
も
参
考
で
き
る
と
考
え
、
折
衷
の
態
度
を
強
調
し
た
。
翠
軒
の
傾
心
し
た
方
法
は
、
六

経
な
ど
の
古
典
を
尊
重
す
る
徂
徠
学
の
方
法
で
あ
る
。
翠
軒
は
、「
修
身
斉
家
」
の
た
め
に
勉
学
を
務
め
た
が
、
程
朱
の
学
問
を
謗
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
と
自
称
し
た
。
し
か
し
、
当
時
水
戸
藩
の
学
者
の
多
く
は
、
朱
子
学
関
係
の
書
籍
し
か
読
ま
な
い
し
、
道
徳
的
な
学
問
し
か
論
じ
な

か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
翠
軒
の
学
問
は
、
程
朱
を
謗
っ
て
道
徳
を
廃
棄
さ
せ
て
学
問
の
伝
統
を
裏
切
っ
た
異
端
の
学
問
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

翠
軒
が
彰
考
館
編
集
を
務
め
た
と
き
、
詩
文
、
書
画
、
音
楽
、
古
文
書
、
系
譜
な
ど
の
学
問
を
広
く
渉
猟
し
て
い
た
。
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
弟
子
を
集
め
て
私
塾
を
開
き
、
ま
た
他
藩
の
優
れ
る
人
材
を
録
用
し
た
。
藩
内
で
は
、
翠
軒
の
人
材
採
用
の
態
度
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
翠
軒
が
、
多
元
的
な
学
問
態
度
に
よ
っ
て
『
大
日
本
史
』
の
「
志
」
を
編
纂
し
た
。
そ
れ
は
、「
道
徳
」
を
中
心
と
す
る
前
期
水

戸
学
の
や
り
方
と
異
な
っ
て
い
た
。
翠
軒
は
五
十
年
間
彰
考
館
の
仕
事
を
積
極
的
に
務
め
た
。
蔵
書
を
整
理
し
、
目
録
（
翠
軒
録
）
を
作
り
、
修

訂
と
補
足
を
行
い
、
さ
ら
に
文
庫
の
書
架
を
作
り
、
本
箱
を
修
理
し
、
書
類
を
分
類
し
た
。
そ
の
他
、『
西
山
遺
聞（

（4
（

』、『
此
君
堂
文
集（

（4
（

』、『
此
君

堂
詩
集
』（
二
巻
）、
同
『
補
遺
』（
一
巻
）、『
往
復
書
案（

（4
（

』、『
垂
統
大
記（

（4
（

』、『
白
石
遺
文
』（
二
冊
）
な
ど
の
著
作
、
文
集
を
残
し
た
。
ま
た
、
安

積
覚
と
新
井
白
石
と
の
往
来
書
簡
集
を
整
理
し
、『
新
安
書
簡
』（
三
冊
）
を
刊
行
し
た
。『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
58
種
類
の
翠
軒
の
文
献
が
収

録
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

寛
政
八
年
（1796

）、
五
十
三
歳
の
翠
軒
は
、
第
六
代
藩
主
徳
川
治
保
（
文
公
、1751

─1805
）
に
高
く
評
価
さ
れ
、
彰
考
館
総
裁
に
任
命
さ
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れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
藩
主
の
侍
読
と
藩
政
諮
詢
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
彰
考
館
に
は
蔵
書
不
足
の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み

て
、
自
分
の
蔵
書
の
「
此
君
堂
蔵
本
」
を
史
館
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
「
献
納
書
目
」
は
、『
彰
考
館
文
庫
目
録
』（1919

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
彰
考
館
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
大
破
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
翠
軒
の
蔵
書
を
識
別
で
き
る
の
は
少
な
い
。
幸
い
に
、
国
会
図

書
館
に
保
存
さ
れ
る
『
見
聞
書
目
』
に
よ
れ
ば
、
翠
軒
蔵
書
の
一
斑
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
志
社
大
学
の
「
小
室
・
沢
辺

記
念
文
庫
」
に
は
翠
軒
の
自
筆
草
稿
、
写
本
、
蔵
書
七
十
点
ほ
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
翠
軒
の
弟
子
の
小
宮
山
楓
軒
も
「
此
君

堂
蔵
本
」
に
基
づ
い
て
「
閲
書
目
録
」（
十
冊
）
を
整
理
し
た
。「
閲
書
目
録
」
は
、
文
化
五
年
（1809

）
か
ら
天
保
十
年
（1838

）
ま
で
翠
軒
の

蔵
書
の
貸
し
出
し
記
録
を
詳
し
く
記
録
し
た
。
今
は
、
国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ
る
「
小
宮
山
叢
書
」
及
び
「
静
嘉
堂
文
庫
」
に
保
存
さ
れ
る

「
小
宮
山
楓
軒
叢
書
」
が
、
揃
っ
て
六
百
余
冊
が
あ
る
。

多
元
的
な
学
問
を
探
求
す
る
学
者
と
し
て
、
翠
軒
は
、
名
分
論
か
ら
「
日
本
尊
厳
性
」
の
自
覚
ま
で
独
特
な
考
え
を
持
ち
、
文
公
に
朱
舜
水
の

模
造
す
る
水
戸
「
大
成
殿
」
の
修
復
を
建
言
し
た
。
天
明
六
年
（1786

）
の
火
災
の
後
、
幕
府
は
水
戸
「
大
成
殿
」
を
模
倣
し
て
、
聖
堂
を
再
建

し
た
。
そ
の
後
、
昌
平
黌
の
再
建
も
、
水
戸
「
大
成
殿
」
を
模
倣
し
た
。
翠
軒
は
、
文
公
が
幕
府
（
十
一
代
将
軍
家
斉
）
に
「
朝
鮮
通
信
使
」
の

接
待
に
つ
い
て
建
言
す
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
た
。
翠
軒
に
よ
れ
ば
、
幕
府
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
慣
例
を
破
り
、「
朝
鮮
通
信
使
」

の
接
待
を
中
止
す
る
ほ
う
が
よ
い
。
翠
軒
は
、
最
後
、
寛
政
年
間
（1789

─1800

）『
大
日
本
史
』
の
編
纂
事
業
を
再
興
す
る
重
用
人
物
と
な
っ

た（
（5
（

。
第
七
代
藩
主
で
あ
る
徳
川
治
紀
（1773

─1816

）
が
引
き
続
き
、
藩
政
改
革
を
行
い
、
家
老
体
制
を
打
ち
破
り
、
儒
学
者
を
重
用
し
て
き

た
。
こ
の
時
期
で
は
、
政
治
運
営
を
補
佐
す
る
儒
学
者
は
、
田
中
江
南
、
立
原
翠
軒
、
川
口
長
孺
、
藤
田
幽
谷
、
青
山
延
于
な
ど
が
い
る
。
こ
の

時
期
は
、
水
戸
学
藩
の
学
問
発
展
の
重
要
時
期
と
言
え
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
「
中
期
水
戸
学
」
と
名
づ
け
、「
前
期
」
と
「
後
期
」
水
戸
学
の

発
展
と
一
貫
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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（
二
）
川
口
長
孺
と
歴
史
書
の
編
纂

川
口
長
孺
（1773

─1835

）
が
水
戸
藩
の
藩
士
で
、
字
が
嬰
卿
、
通
称
が
三
省
、
助
九
郎
、
号
が
縁
野
で
あ
る
。
彼
は
、
江
戸
晩
期
の
歴
史
学

者
、
医
学
者
で
、
漢
学
と
詩
才
に
よ
っ
て
世
間
に
名
が
知
ら
れ
る
。
寛
政
五
年
（1793

）、
翠
軒
の
推
薦
で
彰
考
館
に
入
館
し
、
藩
主
徳
川
治
保

の
侍
講
を
兼
任
し
た
。
そ
の
後
、
文
化
十
二
年
（1815

）
彰
考
館
総
裁
に
就
任
す
る
。
川
口
が
翠
軒
の
編
纂
精
神
を
継
承
し
、『
史
館
事
記
』、

『
台
湾
鄭
氏
紀
事
』（
文
政
十
一
年
、1828

年
）
三
巻
、『
台
湾
割
拠
志
』（
文
政
四
年
、1822

年
）
一
巻
及
び
『
征
韓
偉
略
』（
天
保
二
年
、1831

年
）
五
巻
な
ど
の
歴
史
書
籍
を
残
し
た（

（5
（

。
次
は
、
川
口
の
編
纂
し
た
歴
史
書
の
内
容
を
略
述
す
る
。

『
史
館
事
記
』（
一
冊
）
が
、
漢
文
で
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彰
考
館
の
修
史
事
業
の
始
末
を
記
録
し
た
。
修
史
事
業
の
ほ
か
に
、
藩

政
、
人
事
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
も
記
録
し
た
。
銭
明
の
解
説
に
よ
る
と
、『
史
館
事
記
』
の
表
紙
に
、「
重
要
書
類
第
十
一
函
分
第
十
三
号
之

一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
章
に
は
、
朱
書
で
句
読
点
を
つ
け
、
時
々
修
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
空
白
な
所
で
は
、
朱
書
の
注
釈
文
が

書
か
れ
て
い
る
。
巻
頭
で
は
、
彰
考
館
総
裁
で
あ
る
川
口
長
孺
の
序
文
（
文
政
十
一
年
（1829

）
戊
子
二
月
）
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
旧
僚
友
藤
子
定
嘗
著
『
修
史
始
末
』、
記
國
史
編
纂
事
、
綱
舉
目
張
、
簡
而
悉
矣
。
館
員
稍
繼
記
而
至
文
公
末
年
。
文
政
庚
午
年
、
長
孺
屏
居
水

戸
。
去
年
丁
亥
、
蒙
榮
命
再
來
江
戸
、
猶
從
事
史
務
、
而
前
後
共
事
者
、
如
翠
軒
翁
、
子
大
、
子
定
輩
、
皆
既
凋
謝
。
長
孺
亦
歯
豁
頭
禿
、
顧
影

瞻
形
、
煢
煢
自
歎
、
思
惟
往
事
、
曠
如
隔
世
、
窃
恐
館
閣
事
外
人
不
及
知
者
、
澌
滅
而
無
伝
。
於
此
乎
、
欲
記
旧
事
、
以
自
備
遺
忘
、
且
以
貽
後

人
。
據
史
局
簿
書
、
去
年
十
一
月
中
旬
、
起
筆
于
文
化
三
年
丙
寅
。
纔
記
一
年
、
而
藩
邸
會
有
池
魚
災
、
史
局
簿
領
、
悉
為
灰
塵
。
此
歲
春
、
史

務
之
暇
、
將
再
修
旧
業
、
而
無
復
年
月
可
據
。
予
所
筆
記
家
事
簿
書
、
有
間
及
公
事
者
、
據
此
考
其
年
月
日
、
記
所
暗
記
、
至
八
年
辛
未
、
而
去

年
春
徙
家
也
。
船
漏
、
沾
湿
所
搬
運
行
李
、
辛
未
以
後
筆
記
腐
敗
不
存
、
事
雖
暗
記
、
月
日
不
詳
、
故
以
辛
未
姑
閣
筆
焉
。
…
…
此
書
實
將
続
貂

子
定
之
書
、
而
子
定
之
書
、
全
係
『
国
史
編
纂
』
来
由
。
予
所
記
傍
及
館
閣
事
務
、
故
駁
雜
繁
蕪
、
不
如
子
定
書
行
文
簡
明
云
」。
巻
末
に
は
、

「
文
政
十
一
戌
子
五
月
納
于
江
戸
史
館
／
川
口
長
孺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
完
成
さ
れ
た
の
は
、1828

年
で
あ
る（

（5
（

。

『
台
湾
鄭
氏
紀
事
』
が
、
上
中
下
の
三
巻
に
分
け
ら
れ
た
。『
台
湾
割
拠
志
』
と
共
に
川
口
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
慶
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長
十
七
年
（1612

）
鄭
芝
龍
が
幕
府
に
拝
謁
し
た
時
か
ら
、
元
祿
十
三
年
（1700

）
清
帝
が
鄭
成
功
父
子
の
遺
体
を
南
安
に
送
り
埋
葬
す
る
命
令

を
下
し
た
ま
で
の
約
九
十
年
間
、
鄭
氏
四
世
代
の
事
及
び
朱
舜
水
の
事
績
を
記
録
し
た
。
こ
の
本
は
、
日
本
紀
元
を
主
と
し
、
中
国
紀
元
を
添

え
、
資
料
の
出
典
を
明
記
し
、
考
証
な
ど
の
自
注
を
も
付
き
添
え
た
編
年
体
の
史
書
で
あ
る
。

『
征
韓
偉
略
』（
刊
本
）、
表
紙
を
含
め
て
六
十
六
頁
が
あ
る
。
全
書
は
、
漢
文
で
書
か
れ
、
五
巻
に
分
け
ら
れ
た
編
年
体
の
史
書
で
あ
る
。
著

者
は
、
水
戸
彰
考
館
編
修
総
裁
の
川
口
長
孺
で
あ
る
。
韓
東
育
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
征
韓
偉
略
』
が
朝
鮮
壬
辰
の
戦
争
を
記
録
し
た
。
東
ア
ジ

ア
の
三
国
が
こ
の
七
年
間
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
、
日
本
で
「
文
祿
慶
長
の
役
」
と
呼
ば
れ
、
朝
鮮
で
「
壬
辰
丁
酉
倭
乱
」
と
呼
ば
れ
、

明
朝
で
「
万
暦
朝
鮮
の
役
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
一
巻
は
、
戦
争
の
背
景
、
勃
発
及
び1592

年
五
月
、
日
本
軍
が
漢
城
、
開
城
を
攻
め
落
と

し
た
事
件
を
記
し
た
。
第
二
巻
は
、1592

年
五
、
六
月
、
日
本
軍
が
「
分
朝
鮮
地
界
而
經
略
」
し
、
そ
し
て1593

年
二
月
に
起
こ
っ
た
碧
蹄
館

戦
役
の
過
程
を
記
し
た
。
第
三
巻
は
、1593

年
二
月
、
朝
鮮
将
軍
権
栗
の
組
織
し
た
幸
州
山
城
防
衛
戦
及
び
明
朝
の
沈
惟
敬
と
日
本
と
の
外
交

交
渉
な
ど
を
記
し
た
。
第
四
巻
は
、
双
方
の
平
和
交
渉
、
難
航
や
戦
争
再
開
か
ら
、1597

年
七
、
八
月
、
日
本
軍
全
羅
道
に
迫
る
ま
で
の
事
件

を
記
し
た
。
第
五
巻
は
、1597

年
八
月
、
朝
鮮
全
羅
道
南
原
の
戦
況
を
記
し
、
最
後
に
豊
臣
秀
吉
の
死
後
、
日
本
軍
の
撤
退
な
ど
を
も
記
録
し

た
。
韓
東
育
は
、「
偉
略
」
と
い
う
用
語
は
、
作
者
の
日
本
立
場
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
史
書
編
纂
に
あ
た
る
客
観

的
な
態
度
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
、
ま
た
修
史
過
程
に
お
け
る
価
値
判
断
の
傾
向
を
決
め
た
。
彼
が
『
論
賛
』
を
『
大
日
本
史
』
に
付
け
る

安
積
澹
泊
の
作
法
に
反
対
し
た
こ
と
に
そ
の
傾
向
を
よ
り
一
層
際
立
た
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
著
作
の
成
立
時
期
が
比
較
的
遅
い
し
、
そ
れ
に
加

え
て
彰
考
館
総
裁
の
職
を
務
め
て
い
た
た
め
、
川
口
は
広
汎
的
に
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
の
各
種
の
著
作
を
収
集
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
日
本
の
『
秀
吉
譜
』、『
太
閤
記
』、
中
国
の
『
明
史
』、『
明
史
稿
』、『
両
朝
平
攘
錄
』
及
び
朝
鮮
の
『
西
厓
文
集
』、『
懲
毖
錄
』（
柳
成

龍
）
な
ど
六
十
種
類
以
上
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
豊
富
的
な
史
料
の
利
用
が
川
口
の
公
平
と
言
え
な
い
修
史
態
度
を
部
分
的
に
矯
正
で
き
た
の

で
、
そ
の
著
作
の
参
考
価
値
が
高
め
ら
れ
た（

（5
（

。
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（
三
）
立
原
翠
軒
と
水
戸
藩
の
対
外
の
危
機
意
識

水
戸
藩
は
『
大
日
本
史
』
を
編
纂
す
る
た
め
に
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
き
た
。
財
政
が
破
綻
状
況
に
陥
っ
た
。
光
圀
が
亡
く
な
っ
た
後
、
財

政
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
寛
延
二
年
（1749

）、
幕
府
が
水
戸
藩
に
財
政
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
改
革
計
画
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。
当

時
の
水
戸
藩
は
、
財
政
と
い
う
内
憂
問
題
だ
け
で
な
く
、
対
外
危
機
と
い
う
外
患
問
題
を
直
面
し
て
い
た
。
天
明
六
年
（1786

）、
第
十
代
将
軍

徳
川
家
治
（1737
─1786

）
が
無
く
な
っ
た
あ
と
、
徳
川
家
斉
（1773

─1841

）
が
将
軍
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
家
斉
が
権
力
を
独
占
し
、
政
治

は
腐
敗
し
て
い
た
。
天
明
七
年
（1787

）
六
月
か
ら
、
ロ
シ
ア
船
が
頻
り
に
南
下
し
、
日
本
に
開
国
通
商
を
迫
っ
て
き
た
。
翠
軒
は
、
幕
府
の
老

中
首
座
の
松
平
定
信
に
当
時
の
三
大
危
機
を
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
た
。
⑴
朝
鮮
通
信
使
を
招
聘
す
る
こ
と
。
⑵
ロ
シ
ア
の
侵
入
。
⑶
一
向
宗
の

乱（
（5
（

。『
大
日
本
史
』
の
再
編
は
、
こ
の
内
憂
外
患
の
状
況
を
背
景
に
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
水
戸
藩
の
「
攘
夷
」
思
想
も
芽
生
え
た
。

安
永
年
間
か
ら
、
ロ
シ
ア
船
が
蝦
夷
地
に
現
れ
た
。
そ
の
上
に
、1839

─1842

年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
、「
南
京
条
約
」
の
締
結
、
清
朝
の
近
代
化

運
動
及
び
イ
ギ
リ
ス
を
始
め
と
す
る
欧
米
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
入
な
ど
、
幕
府
の
警
戒
心
を
一
層
高
め
た
。
水
戸
藩
の
海
防
政
策
か
ら
、
当
時
の
対

応
措
置
の
一
斑
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
川
治
保
も
幕
府
の
閣
僚
を
介
し
て
多
く
の
海
外
の
情
報
を
入
手
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
翠
軒
は

対
外
危
機
の
意
識
を
持
ち
始
め
、
水
戸
藩
に
は
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
荻
生
徂
徠
の
思
想
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

日
本
儒
学
、
神
道
、
国
学
、
蘭
学
な
ど
を
折
衷
し
て
世
界
を
認
識
す
べ
き
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
し
、
改
革
す
る
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
探
求

も
迫
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
当
時
の
世
界
情
勢
が
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
、
日
本
が
ど
ん
な
国
だ
ろ
う
か
、
如
何
に
し
て
新
し
い
国
家
論
を
構
築

す
べ
き
か
、
欧
米
列
強
が
な
ぜ
強
い
の
か
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に
改
革
す
べ
き
か
な
ど
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、

翠
軒
は
寛
政
初
年
、
徳
川
治
保
を
通
し
て
幕
府
の
老
中
の
松
平
定
信
に
上
述
し
た
「
天
下
三
大
患
」
へ
の
対
策
を
提
出
し
た
。
寛
政
四
年

（1792

）、
ロ
シ
ア
か
ら
大
黒
屋
幸
太
夫
な
ど
の
漂
流
民
を
送
還
し
た
。
そ
の
後
、
幸
太
夫
は
江
戸
に
移
送
さ
れ
、
漂
流
民
問
題
、
シ
ベ
リ
ア
の
状

況
、
ロ
シ
ア
の
政
治
や
経
済
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
十
一
代
将
軍
の
徳
川
家
斉
か
ら
聞
き
取
り
を
受
け
た
。
後
に
そ
の
内
容
は
『
江
戸
日
記
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
幕
府
が
ロ
シ
ア
の
「
和
親
通
商
」
の
要
求
を
拒
否
し
た
が
、
翠
軒
は
ロ
シ
ア
の
情
報
を
把
握
で
き
た
。
寛
政
七
年
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（1795

）
五
月
、
徳
川
治
保
が
、
小
石
川
の
藩
邸
で
幸
太
夫
を
招
待
し
、
ロ
シ
ア
の
状
況
を
詳
し
く
尋
ね
た
。
水
戸
藩
執
政
の
大
場
維
景
や
彰
考

館
員
の
川
口
長
孺
が
同
席
傍
聴
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
『
魯
西
亜
漂
民
紀
聞
』
と
『
光
太
夫
口
語
』
を
著
し
た
。
以
降
、
水
戸
藩
は
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
を
厳
禁
し
、
海
防
政
策
を
強
化
し
て
い
た
。
第
九
代
将
軍
の
徳
川
斉
昭
（1800

─1860

）
の
時
の
な
る
と
、「
攘
夷
」
政
策
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
た（

（5
（

。五
、
藤
田
幽
谷
と
立
原
翠
軒
の
思
想
相
違

前
述
し
た
よ
う
に
、
彰
考
館
総
裁
を
務
め
て
か
ら
、
翠
軒
が
若
手
人
材
を
多
く
育
て
た
。
そ
の
中
で
、
最
も
期
待
さ
れ
た
の
は
、
藤
田
幽
谷

（1774

─1826

）
で
あ
ろ
う
。
天
明
七
年
（1787

）、
翠
軒
の
抜
擢
を
得
て
、
幽
谷
は
彰
考
館
に
入
っ
た
。
十
八
歳
の
時
に
、
老
中
松
平
定
信
の
求

め
に
応
じ
て
、
水
戸
学
発
展
の
基
本
方
針
の
「
正
名
論
」
を
書
い
た
。
そ
の
内
容
は
古
典
文
献
に
近
い
、「
天
を
父
と
為
し
、
地
を
母
と
為
す
」

と
い
う
儒
教
思
想
を
含
み
、
中
国
哲
学
の
天
地
人
と
い
う
「
三
才
活
用
」
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
天
＝
天
照
大
神
の
偉
大
、
光

明
、
慈
愛
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
幽
谷
は
、
天
皇
を
擁
護
し
、
上
級
武
士
ら
が
名
分
論
の
秩
序
関
係
に
基
づ
い
て
水
戸
学
派
の
国

体
尊
厳
を
認
め
、
藩
政
改
革
を
推
進
す
る
と
訴
え
て
い
た
。
文
化
四
年
（1807

）、
幽
谷
が
彰
考
館
総
裁
に
な
っ
て
か
ら
、
忠
臣
義
士
の
事
績
を

集
め
て
経
済
実
用
の
学
を
追
求
し
、
高
度
な
批
判
精
神
と
外
来
危
機
意
識
を
持
ち
、
現
状
を
打
ち
破
り
、
義
公
（
光
圀
）
の
尊
王
意
識
を
恢
復
し

よ
う
と
し
た
。
幽
谷
は
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
尽
力
し
た
。
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
「
志
」
に
つ
い
て
の
考
証
が
大
き
な
成
果
を
成
し
遂
げ

た
。
し
か
し
、
翠
軒
と
幽
谷
の
師
弟
二
人
は
、『
大
日
本
史
』
に
「
志
表
」、「
論
賛
」
を
入
れ
る
か
否
か
、
そ
し
て
『
史
稿
』
の
変
名
問
題
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
論
争
し
、
対
立
し
て
い
た
。
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（
一
）『
大
日
本
史
』
に
お
け
る
三
つ
の
改
革
議
題

寛
政
年
間
（1789

─1800

）、
立
原
翠
軒
を
核
心
と
す
る
彰
考
館
員
ら
が
、
改
め
て
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
事
業
を
再
開
し
た
。
彼
ら
は
、
光

圀
以
降
の
尊
皇
史
観
を
継
承
し
な
が
ら
、「
志
表
」
の
存
否
、
書
名
の
変
更
及
び
「
論
賛
」
の
存
否
と
い
う
三
つ
の
改
革
議
題
を
検
討
し
つ
づ
け

た
。『
大
日
本
史
』
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
紀
伝
体
を
模
倣
し
て
い
る
の
で
、「
神
祇
志
」、「
礼
儀
志
」、「
芸
文
志
」
な
ど
の
志
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
翠
軒
が
編
纂
事
業
を
引
き
継
い
だ
と
き
、「
志
表
」
の
編
纂
は
ほ
ぼ
進
展
し
な
か
っ
た（

（5
（

。
翠
軒
に
よ
れ
ば
、
光
圀
の
本
意
は

「
紀
伝
」
を
編
纂
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
紀
伝
」
の
編
纂
は
、
寛
延
二
年
（1749

）
に
完
成
さ
れ
た
が
、
更
な
る
校
正
と
正
式
刊
行
の
必
要
が
あ

る（
（5
（

。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
水
戸
藩
は
、
財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
志
類
（
例
え
ば
、
神
祉
、
氏
族
、
国
郡
の
制
度
史
、
官
僚
の

一
覧
表
）
の
編
纂
方
針
が
未
だ
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
収
集
し
た
資
料
も
不
足
だ
っ
た
。
寛
政
十
一
年
（1799

）、
光
圀
没
後
百
年
忌
に
際
し

て
、「
大
日
本
史
」
を
朝
廷
に
献
上
す
る
予
定
な
の
で
、「
志
表
」
の
編
纂
を
続
け
れ
ば
、『
大
日
本
史
』
の
朝
廷
献
上
が
大
幅
に
遅
れ
る
恐
れ
が

あ
る（

（5
（

。
さ
ら
に
、
光
圀
の
時
、『
神
道
集
成
』、『
扶
桑
拾
葉
集
』、『
釈
万
葉
集
』、『
礼
儀
類
典
』
な
ど
の
志
を
既
に
編
纂
し
た（

（6
（

。
時
間
と
費
用
を

省
く
た
め
に
、
翠
軒
は
「
志
表
」
の
編
纂
中
止
を
主
張
し
、
水
戸
藩
当
局
の
認
可
を
得
た（

（6
（

。
し
か
し
、
翠
軒
の
主
張
は
、
弟
子
の
藤
田
幽
谷
、
小

宮
山
楓
軒
な
ど
の
多
数
の
館
員
に
反
対
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
は
、
予
想
も
よ
ら
ず
水
戸
藩
学
派
的
な
対
立
に
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も

『
大
日
本
史
』
が
南
朝
正
統
論
を
唱
え
る
尊
皇
史
書
と
し
て
、
北
朝
の
血
筋
を
引
き
継
い
だ
朝
廷
に
献
上
さ
れ
る
の
は
、
決
し
て
適
切
と
は
い
え

な
い
。
し
か
し
、『
大
日
本
史
』
を
朝
廷
に
献
上
す
る
た
め
に
、
寛
政
七
年
（1795

）
三
月
、
翠
軒
が
藤
田
幽
谷
や
小
宮
山
楓
軒
な
ど
六
名
の
館

員
を
率
い
て
、
京
都
で
朝
廷
代
表
の
裏
末
光
世
、
国
学
者
の
藤
井
貞
幹
と
協
商
し
た
。『
大
日
本
史
』
の
朝
廷
献
上
は
結
局
実
現
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
幽
谷
に
と
っ
て
紀
伝
体
の
『
大
日
本
史
』
と
朝
廷
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
契
機
と
な
っ
た（

（6
（

。

（
二
）『
大
日
本
史
』
に
お
け
る
「
論
賛
」
存
否
の
論
争
と
題
号
問
題

朱
舜
水
の
弟
子
の
安
積
覚
が
、
享
保
元
年
（1716

）
か
ら
享
保
五
年
（1720

）
ま
で
、
彰
考
館
編
修
の
三
宅
観
瀾
（1674

─1718

）
の
意
見
に
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基
づ
い
て
、『
大
日
本
史
』
の
「
論
賛
」（「
賛
藪
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
執
筆
し
た
。
そ
の
「
論
賛
」
は
、
天
皇
個
人
の
道
徳
問
題
を
示
す
だ
け

で
は
な
く
、
十
八
世
紀
前
期
の
治
績
と
法
治
を
も
重
視
し
、
政
治
の
時
代
思
想
の
現
実
主
義
を
帯
び
て
い
る
。
菊
池
謙
二
郎
は
、「
論
賛
が
尊
皇

思
想
鼓
吹
に
重
大
の
関
係
が
あ
り
、
随
っ
て
外
史
（
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
─

引
用
者
）
に
も
影
響
の
深
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る（

（6
（

」
と
述
べ
て

い
る
。
戦
後
日
本
学
界
は
、
皇
国
史
観
、
尊
皇
史
観
を
め
ぐ
っ
て
多
元
的
な
論
説
を
呈
し
て
き
た
。
松
本
三
之
介
に
よ
れ
ば
、「
賛
藪
」
は
、「
名

分
論
的
道
徳
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
「
事
機
」「
権
変
」「
勢
」
と
い
っ
た
よ
う
な
客
観
的
諸
条
件
に
つ
い
て
の
洞
察
や
、
そ
れ
へ
の
対
応

に
も
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
歴
史
の
動
態
に
う
い
て
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
る

の
で
あ
ろ
う（

（6
（

。」
玉
懸
博
之
に
よ
れ
ば
、
安
積
覚
の
「
論
賛
」
は
、
政
治
人
類
の
一
つ
の
領
域
に
と
っ
て
は
、
そ
の
本
来
の
性
格
を
示
し
、
現
実

の
目
識
を
も
っ
て
い
る（

（6
（

。
大
川
真
に
よ
れ
ば
、
安
積
覺
が
、
前
期
水
戸
学
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
る
。
そ
の
思
想
個
性
を
内
在
的
に
理
解
す
れ

ば
、
そ
の
功
績
の
大
き
さ
が
分
か
る
。
そ
し
て
、「
安
積
澹
泊
が
思
想
形
成
す
る
上
で
同
時
代
の
思
想
家
と
の
交
流
の
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き

く
、
特
に
日
本
史
論
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
新
井
白
石
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い（

（6
（

。」
安
積
と
新
井
白
石
と
の
交
流
は
、
朱
舜
水
と
幕
府
儒

官
の
木
下
順
庵
と
の
思
想
交
流
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る（

（6
（

。
白
石
が
、
順
庵
の
愛
弟
子
で
あ
る
。
松
本
純
郎
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
享
保
六
年

（1721

）
か
ら
享
保
十
年
（1725

）
白
石
の
死
去
ま
で
、
安
積
と
白
石
は
頻
繁
に
交
流
し
て
い
た（

（6
（

。
そ
の
後
、
翠
軒
が
安
積
と
白
石
の
往
来
書
簡

を
編
修
し
、『
新
安
手
簡
』
と
名
づ
け
た
。
そ
の
中
で
、
白
石
は
、『
大
日
本
史
』
で
は
神
功
皇
后
を
皇
后
伝
に
列
し
、
大
友
皇
子
を
帝
紀
に
列
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
安
積
に
質
問
し
た
。
安
積
は
、
館
員
た
ち
が
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
既
に
深
く
議
論
し
た
と
答
え
た
上
で
「
自
仲
哀
至
壬
申

功
臣
」
を
記
述
し
た
八
篇
の
文
章
を
作
成
し
て
、
白
石
の
疑
問
を
答
え
よ
う
と
し
た（

（6
（

。
安
積
覚
と
新
井
白
石
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
そ
れ
ぞ
れ
に

「
論
賛
」
と
『
読
史
余
論
』（1712

─1724

）
を
執
筆
し
た
。
二
人
と
も
、
公
平
な
歴
史
記
録
を
目
指
し
な
が
ら
、
政
治
の
現
実
的
側
面
を
重
ん
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
安
積
は
南
朝
正
統
論
を
唱
え
て
い
た
が
、
白
石
は
「
正
統
」
に
つ
い
て
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
翠
軒
と
幽
谷

は
、
修
史
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。
特
に
、
翠
軒
は
彰
考
館
を
閉
鎖
し
て
、「
志
」
の
編
纂
を
中
止
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の

で
、
幽
谷
と
の
師
弟
関
係
が
決
裂
し
た
。
翠
軒
が
光
圀
の
精
神
を
理
解
し
て
継
承
し
、
積
極
的
に
修
史
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
修
史
精
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神
に
対
す
る
把
握
、
史
論
の
執
筆
は
、
大
き
な
欠
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
後
輩
及
び
弟
子
に
対
す
る
指
導
も
不
十
分
で
、
文
公
（
徳
川
治
保
）
は

家
臣
と
の
間
の
関
係
を
十
分
に
調
整
で
き
な
か
っ
た
。
周
り
か
ら
の
反
発
を
受
け
、
や
む
を
得
ず
に
彰
考
館
総
裁
を
辞
任
し
た
。「
論
賛
」
の
存

否
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
学
派
の
見
方
が
大
き
く
対
立
し
た
。
中
国
の
紀
伝
体
史
書
の
中
で
『
元
史
』
以
外
に
、
全
て
「
論
賛
」
が
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
立
原
は
『
大
日
本
史
』
に
も
「
論
賛
」
を
保
留
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
幽
谷
派
か
ら
見
れ
ば
、「
論
賛
」
と
い
う

体
例
は
単
な
る
安
積
覚
が
作
っ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
日
本
と
中
国
の
国
体
が
異
な
る
の
で
、『
大
日
本
史
』
に
は
日
本
国
体
の
優
越
性
を
唱
え
た

方
が
よ
い
。
史
実
を
議
論
す
る
安
積
覚
の
記
述
は
公
平
と
い
え
ど
も
、
先
祖
の
得
失
を
論
じ
る
場
合
、
そ
の
是
非
を
論
評
す
る
こ
と
は
免
れ
難

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
幽
谷
は
「
論
賛
」
を
削
除
す
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
天
皇
」
は
批
判
が
許
さ
れ
な
い
崇
拝
対
象
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
き
た
の
で
、
濃
厚
な
政
治
色
彩
が
帯
び
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

寛
政
九
年
（1797

）
八
月
二
十
九
日
、
藤
田
幽
谷
は
、「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ
」
と
い
う
書
簡
に
、『
大
日
本
史
』
の
題
号
を
『
史
稿
』
に
改

め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
が
水
戸
藩
に
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。『
修
史
始
末
』
に
お
い
て
、
幽
谷
が
改
名
を
主
張
す
る
理

由
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
⑴
国
号
が
日
本
で
あ
っ
て
、「
大
日
本
」
で
は
な
い
。
⑵
『
大
日
本
史
』
が
私
撰
史
書
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
号

を
使
う
の
が
適
切
で
は
な
い（

（7
（

。
⑶
天
照
大
神
の
子
孫
は
、
天
皇
と
し
て
永
遠
に
続
く
の
で
、「
日
本
」
と
い
う
題
名
を
使
え
ば
、
外
国
人
か
ら
の

視
角
を
主
と
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
⑷
光
圀
は
、
紀
伝
、
志
表
の
編
纂
を
完
成
し
た
後
で
、
朝
廷
に
献
上
し
て
題
名
を
賜
ろ
う
と
の
意
向
が
あ
っ

た
。
編
纂
が
終
わ
ら
な
い
ま
ま
、
光
圀
は
死
去
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
水
戸
藩
が
勝
手
に
『
大
日
本
史
』
を
書
名
に
す
れ
ば
、
朝
廷
を
軽
視
す
る
恐

れ
が
あ
る（

（7
（

。
翠
軒
は
『
大
日
本
史
』
が
全
藩
の
学
者
の
努
力
成
果
だ
と
考
え
、
幽
谷
の
意
見
に
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
館
員
た
ち
は
、
幽

谷
の
上
述
し
た
理
由
が
成
立
で
き
な
い
と
し
た
。
た
と
え
こ
の
史
書
の
題
名
を
『
史
稿
』
に
改
め
て
成
立
で
き
れ
ば
、
光
圀
の
行
為
が
天
皇
の
大

権
の
侵
犯
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
史
書
が
漢
文
で
編
纂
さ
れ
る
の
で
、
日
本
社
会
だ
け
に
向
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、『
大
日

本
史
』
と
い
う
題
名
は
、
結
局
、
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
。
幽
谷
が
修
史
事
業
を
主
管
し
て
か
ら
、
文
化
六
年
（1809

）
に
、
神
武
紀
か
ら
天
武
紀

に
至
る
『
大
日
本
史
』
二
十
六
巻
の
刻
本
を
幕
府
に
献
上
し
た
。
そ
し
て
翌
年
十
二
月
に
、
今
度
幽
谷
は
水
戸
藩
藩
主
治
紀
の
上
表
文
を
奉
り
、
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「
論
賛
」
を
削
除
し
た
『
大
日
本
史
』
を
朝
廷
に
進
献
し
た
。
文
政
二
年
（1819

）、
紀
伝
刻
本
四
十
五
巻
が
完
成
さ
れ
、
水
戸
藩
は
、
二
回
目
に

こ
れ
を
幕
府
と
朝
廷
に
献
上
し
た（

（7
（

。

六
、
近
代
に
お
け
る
水
戸
学
の
意
義

寛
政
二
年
（1790
）、
幕
府
老
中
・
松
平
定
信
が
寛
政
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、「
寛
政
異
学
の
禁
」
を
行
っ
た
。
幕
府
の
教
育
機
関
の
昌
平
坂

学
問
所
で
朱
子
学
以
外
の
学
問
の
講
義
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
昌
平
坂
以
外
の
場
所
で
は
、「
異
学
」
の
講
義
を
禁
止
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
昌
平
坂
学
問
所
の
儒
官
で
あ
る
佐
藤
一
斎
（1772

─1859

）
は
、
陽
明
学
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
た
。
学
問
所
で
朱
子
学
を
標

榜
し
て
講
じ
た
が
、
帰
宅
し
て
か
ら
は
、
陽
明
学
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
学
問
所
の
学
者
た
ち
は
、
朱
子
学
と
陽
明
学
を
比
較
す
る

の
が
、
常
態
で
あ
っ
た
。
政
治
学
問
が
現
実
へ
の
要
求
に
転
化
し
て
か
ら
、
徳
川
社
会
の
学
問
を
朱
子
学
の
一
元
に
制
限
す
る
の
は
、
不
可
能
で

あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
寛
政
改
革
」
の
後
、
儒
学
の
各
派
の
学
問
は
、
既
に
徳
川
社
会
の
各
階
層
に
浸
透
し
て
い
た
。
水
戸
学
者
と
徂
徠

と
の
交
流
は
、
宝
永
六
年
（1709

）
徂
徠
が
水
戸
藩
士
佐
々
木
宗
純
の
姪
と
の
結
婚
か
ら
始
ま
っ
た
。
享
保
年
間
、
安
積
覚
と
徂
徠
は
、
書
簡
で

学
問
の
交
流
を
始
め
た
。
享
保
九
年
（1724

）、
徂
徠
の
弟
子
の
岡
井
仲
賜
が
彰
考
館
の
編
集
に
な
っ
て
か
ら
、
徂
徠
学
が
水
戸
の
学
者
に
一
定

な
影
響
を
与
え
た
に
間
違
い
な
い
。
明
和
六
年
（1769

）、
水
戸
藩
は
道
徳
軽
視
を
理
由
と
し
て
、
徂
徠
学
を
排
斥
し
た
。
し
か
し
、
学
問
の
折

衷
を
求
め
る
動
向
が
既
に
起
こ
っ
た
。
松
平
定
信
が
朱
子
学
の
大
義
名
分
論
を
唱
え
る
『
大
日
本
史
』
を
認
め
な
が
ら
、
徂
徠
学
に
寛
容
な
態
度

を
示
し
た
。
朱
子
学
を
教
育
学
と
し
て
扱
い
、
徂
徠
学
を
政
治
学
と
し
て
扱
う
の
は
、
一
時
の
潮
流
と
な
っ
た
。
小
島
毅
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も

徂
徠
先
生
が
朱
子
学
に
楯
突
い
た
の
は
、「
朱
子
学
が
協
調
す
る
倫
理
道
徳
だ
け
で
は
世
の
中
は
治
ま
ら
な
い
」
と
い
う
観
点
か
ら
だ
っ
た（

（7
（

。
つ

ま
り
、
倫
理
道
徳
だ
け
を
唱
え
て
い
る
朱
子
学
が
時
代
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
の
で
、
荻
生
徂
徠
は
、
新
し
い
学
説
を
主
張
し
は
じ
め
た
。
松

平
定
信
は
、
徂
徠
学
が
政
治
学
と
し
て
の
有
効
性
を
承
認
し
、
政
治
の
分
野
で
徂
徠
学
を
利
用
し
、
教
育
の
分
野
で
朱
子
学
を
用
い
る
政
策
を
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取
っ
た
。
松
平
定
信
が
徂
徠
学
に
対
す
る
承
認
は
、
会
沢
正
志
斎
が
『
新
論
』（1825

）
を
作
成
す
る
一
つ
の
刺
激
と
な
っ
た（

（7
（

。

会
沢
正
志
斎
が
後
期
水
戸
学
の
代
表
学
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
作
の
『
新
論
』
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
解
読
が
あ
る
。
享
和
四
年
（1804

）

か
ら
、『
大
日
本
史
』
の
編
纂
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
政
六
年
（1823

）、
幽
谷
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
総
裁
代
役
に
就
任
し
た
。
そ
の

後
、
官
界
で
失
脚
と
復
活
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
天
保
十
一
年
（1840

）
四
月
、
弘
道
館
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
天
保
十
五
年
（1844

）

の
改
革
が
失
敗
す
る
と
、
三
年
間
の
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
。
嘉
永
五
年
（1853

）
の
ペ
リ
ー
来
航
後
、
改
革
派
の
復
活
と
共
に
、
弘
道
館
教
授
に

復
帰
し
た
。
そ
の
学
問
の
成
績
に
よ
り
、
将
軍
・
徳
川
家
定
に
謁
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
幕
末
期
、
外
国
の
圧
迫
に
よ
る
危
機
感
の
中
で
、
水

戸
学
の
発
展
は
政
治
状
況
と
密
接
し
て
い
た
。
し
か
し
、
正
志
斎
は
政
治
家
の
立
場
で
は
な
く
、
儒
学
者
の
立
場
か
ら
問
題
を
考
え
て
い
た
の

で
、
各
派
の
学
問
を
総
括
し
て
尊
王
攘
夷
思
想
の
学
者
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
正
志
斎
は
幽
谷
の
学
問
を
継
承
し
、
弘
化
四
年
（1847

）

に
『
下
学
邇
言
』
を
著
わ
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
中
国
漢
代
儒
学
者
の
訓
詁
、
唐
代
の
詞
章
か
ら
陽
明
学
の
学
説
ま
で
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
藤

原
惺
窩
と
林
羅
山
の
儒
学
を
論
じ
た
あ
と
、
熊
沢
蕃
山
の
陽
明
学
、
貝
原
益
軒
、
伊
藤
仁
齋
、
荻
生
徂
徠
、
新
井
白
石
な
ど
の
学
問
を
論
じ
て
い

た
。
こ
う
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
会
沢
の
学
問
は
折
中
的
な
色
彩
が
あ
る
。

前
期
水
戸
学
は
、
朱
子
学
か
ら
誕
生
し
た
。
し
か
し
、「
中
期
水
戸
学
」
の
立
原
翠
軒
か
ら
後
期
水
戸
学
の
藤
田
幽
谷
「
正
名
論
」、
会
沢
正
志

斎
『
新
論
』
が
、
み
な
日
本
の
「
国
体
」
の
特
殊
性
と
優
越
性
を
強
調
し
て
い
た
。
正
志
斎
は
、
日
本
と
「
夷
狄
」
と
の
区
別
を
論
じ
、
儒
学
の

仁
政
思
想
と
祭
政
一
致
の
神
道
世
界
観
を
称
賛
し
た
。
翠
軒
と
正
志
斎
は
徂
徠
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
後
期
水
戸
学
に
は
、
教
育
学
と
し

て
の
朱
子
学
の
要
素
が
減
り
、
政
治
学
と
し
て
の
徂
徠
学
の
要
素
が
増
え
た
。
水
戸
学
の
主
要
思
想
は
、「
尊
王
敬
幕
」
と
言
わ
れ
る
が
、
儒
学

の
名
分
論
を
守
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
「
敬
幕
」
の
側
面
が
体
現
さ
れ
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
他
方
で
は
、
天
皇
は
政
治
権
威
を
象
徴
す
る
名
分

を
擁
し
た
が
、
実
権
は
持
っ
て
な
い
。
尊
王
は
、
光
圀
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
攘
夷
は
、
そ
も
そ
も
中
国
の
華
夷
思
想
に
由
来
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
中
華
概
念
の
形
成
と
関
連
し
て
、
内
憂
外
患
の
危
機
意
識
を
反
映
し
て
い
た
。「
中
期
水
戸
学
」
の
立
原
翠
軒
よ

り
、
そ
の
外
圧
に
対
す
る
危
機
意
識
は
、「
後
期
水
戸
学
」
の
藤
田
幽
谷
・
東
湖
、
会
沢
正
志
斎
な
ど
の
名
分
論
を
改
め
て
昇
華
さ
せ
て
き
た
。
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そ
れ
に
加
え
て
、「
開
国
」
と
い
う
衝
撃
に
対
す
る
幕
府
の
失
策
が
、
最
大
公
約
数
と
し
て
の
「
尊
王
攘
夷
」
の
思
想
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
日
本
の
「
天
朝
」
の
地
位
を
挽
回
し
よ
う
と
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
長
い
間
、
日
本
人
を
支
配
す
る
儒
教
、
仏
教
、
神
道
及
び
国
学

思
想
な
ど
の
伝
統
思
想
の
な
か
で
、「
幕
末
思
想
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明
思
想
と
衝
突
し
た
あ
と
、
日
本
の
近
代
化
の
進
展
を
促
進
し
た
。

水
戸
学
の
尊
王
攘
夷
思
想
は
、
尊
王
敬
幕
か
ら
、
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
構
築
し
た
国
家
論
、
近
代
天
皇
制
に
至
る
ま
で
の
歴
史
に
よ
く
体
現

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
日
本
が
西
洋
近
代
文
明
を
受
け
入
れ
る
基
礎
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

◎
本
論
文
の
中
国
語
版
が
、『
日
本
儒
學
與
思
想
史
研
究
─

王
家
驊
先
生
紀
念
專
輯
』（
天
津
人
民
出
版
社
、2016

年
9
月
、
150
─

172
頁
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

【
注
】

（
1
）
藤
田
東
湖
「
弘
道
館
記
」、
加
藤
虎
之
亮
『
弘
道
館
記
と
其
の
述
義
』
に
所
収
、『
日
本
精
神
叢
書
54
』（1940

年
）、
5
─

6
頁
。

（
2
）
吉
田
俊
純
『
水
戸
学
と
明
治
維
新
』（
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、2003

年
）、
13
─

14
頁
。

（
3
）『
本
朝
通
鑑
』
は
神
功
皇
后
を
天
皇
と
し
て
扱
う
こ
と
に
対
し
て
、『
大
日
本
史
』
は
、
神
功
皇
后
を
本
紀
か
ら
除
い
て
皇
后
列
伝
に
列
し
た
。

（
4
）
671
年
、
天
智
天
皇
の
死
後
、
大
友
皇
子
が
即
位
し
「
弘
文
天
皇
」
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
翌
672
年
の
壬
申
の
乱
で
敗
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

『
日
本
書
記
』
で
は
、
大
友
天
皇
の
伝
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
大
日
本
史
』
は
、
名
分
を
重
ん
じ
る
の
で
、
大
友
天
皇
紀
を
立
て
た
。

（
5
）
後
深
草
天
皇
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
第
八
十
九
代
天
皇
（
在
位1246
─1260
）
で
、
後
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。

（
6
）
亀
山
天
皇
は
、
鎌
倉
時
代
の
第
九
十
代
日
本
天
皇
（
在
位1259

─1274

）
で
、
後
嵯
峨
天
皇
の
第
七
皇
子
で
あ
る
。
大
覚
寺
統
の
祖
で
あ
る
。

（
7
）
徐
興
慶
〈
朱
舜
水
對
東
亞
儒
学
定
位
的
再
詮
釋
〉、
鄭
吉
雄
編
《
東
亞
視
域
中
的
近
世
儒
学
文
獻
與
思
想
》（
台
北
：
台
大
出
版
中
心
、2005

年
）
に
所
収
、
292
頁
。

（
8
）
清
原
貞
雄
『
日
本
国
体
新
論
』（
東
京
：
育
芳
社
、1937

年
）、
198
頁
。

（
9
）
公
武
合
体
と
は
、
幕
末
に
お
い
て
朝
廷
（
公
）
と
幕
府
（
武
）
を
結
び
つ
け
て
幕
府
権
力
の
再
編
強
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
政
策
理
論
、
政
治
運
動
を
い
う
。

そ
れ
は
、
幕
府
と
多
く
の
藩
か
ら
の
支
持
を
受
け
、
幕
府
の
権
力
と
地
位
を
強
化
し
た
。

（
10
）
会
沢
正
志
斎
は
、
水
戸
藩
士
で
あ
る
。
水
戸
藩
士
。
寛
政
三
年
（1791

）
十
歳
の
時
、
藤
田
幽
谷
の
私
塾
の
「
青
藍
舍
」
に
入
り
、
後
は
幽
谷
の
教
育
内
容
を
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『
及
門
遺
範
』
に
ま
と
め
た
。
寛
政
十
一
年
（1799

）、
書
写
生
と
し
て
彰
考
館
に
入
り
、『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
。
正
志
斎
は
ず
っ
と
ロ
シ
ア
の
南

下
政
策
に
関
心
を
寄
せ
、
入
手
で
き
る
ロ
シ
ア
関
係
の
書
物
を
収
集
し
、
享
和
元
年
（1801

年
）
に
『
千
島
異
聞
』
を
著
し
た
。
天
保
三
年
（1832

）
か
ら
、
斉

昭
の
行
っ
た
藩
政
改
革
を
補
佐
し
た
。
天
保
九
年
（1838

年
）、
学
校
造
営
掛
に
任
じ
ら
れ
、
藩
校
の
規
模
・
教
育
内
容
を
研
究
し
た
。
弘
道
館
の
教
育
及
び
水

戸
学
の
発
展
に
貢
献
を
な
し
た
。
文
政
七
年
（1824

年
）、
水
戸
藩
領
大
津
村
に
食
料
を
求
め
て
上
陸
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
捕
鯨
船
員
と
会
見
し
た
。
そ
の
会
見
の

様
子
を
記
し
た
『
暗
夷
問
答
』
を
著
し
、
翌
年
に
尊
王
攘
夷
論
に
つ
い
て
体
系
的
に
ま
と
め
た
『
新
論
』
を
著
し
て
、
藩
主
・
徳
川
斉
脩
に
上
呈
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
内
容
が
過
激
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
11
）
藤
田
東
湖
は
、
水
戸
学
者
の
藤
田
幽
谷
の
息
子
で
あ
る
。
彰
考
館
編
集
、
総
裁
な
ど
を
歴
任
し
た
。
戸
田
忠
太
夫
と
水
戸
藩
の
双
璧
と
称
さ
れ
た
。
武
田
耕
雲

斎
を
加
え
、
水
戸
の
三
田
と
も
称
さ
れ
る
。
天
保
十
一
年
（1840

年
）
の
斉
昭
の
藩
政
改
革
に
当
た
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
後
期
水
戸
学
及

び
尊
皇
攘
夷
思
想
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。1853

年
、
ペ
リ
ー
来
航
の
時
、
斉
昭
が
海
防
参
与
と
し
て
幕
政
に
参
画
し
た
時
に
、
東
湖
が
輔
佐
官
を
務
め
た
。

（
12
）
王
家
驊
〈
儒
家
的
修
史
觀
與
日
本
古
代
的
史
学
〉、《
日
本
研
究
》1998

年
第
3
期
。

（
13
）
朱
舜
水
「
子
敬
箴
」、
朱
謙
之
《
朱
舜
水
集
》（
北
京
：
中
華
書
局
，1981

年
）
に
所
収
、
578
頁
。

（
14
）
冲
方
丁
『
光
圀
傳
』（
東
京
：
角
川
書
店
、2012

年
）、
561
頁
。

（
15
）
山
鹿
素
行
『
聖
教
要
錄
』
小
序
、『
山
鹿
素
行
集
』
第
6
巻
（
東
京
:
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、1941

年
）
に
所
収
、
167
─

168
頁
。

（
16
）
同
上
、
167
頁
。

（
17
）
徐
興
慶
〈
朱
舜
水
與
安
東
省
菴
之
思
想
異
同
〉、〈
獨
立
禪
師
與
朱
舜
水
：
文
化
傳
播
者
的
不
同
論
述
〉
を
参
照
。
徐
興
慶
《
朱
舜
水
與
東
亞
文
化
傳
播
的
世
界
》

（
台
北
：
台
大
出
版
中
心
，2008

年
）
に
所
収
。

（
18
）
山
鹿
素
行
『
聖
教
要
錄
』
上
巻
「
道
統
」、『
山
鹿
素
行
集
』
第
6
巻
（
東
京
：
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、1941

年
）
に
所
収
、
178
頁
。

（
19
）
山
鹿
素
行
『
聖
教
要
錄
』
小
序
、『
山
鹿
素
行
集
』
第
6
巻
（
東
京
：
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、1941

年
）
に
所
収
、
177
頁
。

（
20
）
岩
橋
遵
成
「
朱
舜
水
の
学
風
と
そ
の
影
響
」、『
徂
徠
研
究
』（
東
京
：
関
書
院
、1934

年
）、
40
頁
。

（
21
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
で
き
る
。
藤
澤
誠
「
朱
舜
水
の
古
学
思
想
と
我
が
古
学
派
と
の
関
係
」、『
東
京
支
那
学
報
』
第
12
号
、1966

年
、
潘

朝
陽
〈
古
學
取
向
的
朱
舜
水
〉、《
家
園
深
情
與
空
間
離
散
：
儒
家
的
身
心
體
證
》（
台
北
：
台
灣
師
範
大
学
出
版
中
心
，2013

年
）、
243
─

298
頁
、
徐
興
慶
〈
東
ア

ジ
ア
の
視
野
か
ら
見
た
朱
舜
水
研
究
〉『
日
本
漢
文
学
研
究
』
2
（
東
京
：
二
松
学
舍
大
学
、2007

年
）、
357
─

396
頁
。

（
22
）
朱
舜
水
「
答
加
藤
明
有
問
」、
朱
謙
之
《
朱
舜
水
集
》（
北
京
：
中
華
書
局
、1981
年
）、
382
頁
。

（
23
）
安
積
覺
「
答
加
荻
徂
徠
書
」、
朱
謙
之
《
朱
舜
水
集
》（
北
京
：
中
華
書
局
、1981
年
）、
768
頁
。

（
24
）
同
上
。

（
25
）
同
上
。

（
26
）
木
下
順
庵
と
朱
舜
水
と
の
往
来
書
簡
が
『
錦
里
文
集
』
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
徐
興
慶
《
新
訂
朱
舜
水
集
補
遺
》（
台
北
：
台
大
出
版
中
心
，2004

年
）
を
参

照
。
朱
舜
水
と
日
本
古
学
派
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
徐
興
慶
〈
朱
舜
水
思
想
與
加
賀
藩
儒
教
發
展
再
考
〉、《
朱
舜
水
與
近
世
日
本
儒
学
的
發
展
》（
台
北
：
台
大
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出
版
中
心
、2012

年
）、〈
朱
舜
水
思
想
の
日
本
文
化
に
対
す
る
影
響
─
孔
子
の
形
象
の
伝
播
を
中
心
に
〉、《
台
大
日
本
語
文
研
究
》
第
26
期
（
台
北
：
台
湾
大
学

日
本
語
文
学
系
、2013

年
12
月
）、
183
─

215
頁
を
参
照
で
き
る
。

（
27
）
田
原
嗣
郎
「
素
行
学
・
仁
齋
学
・
徂
徠
学
」、『
德
川
思
想
史
研
究
』（
東
京
：
未
來
社
、1967

年
）、
491
─

517
頁
。

（
28
）
德
川
真
木
監
修
、
徐
興
慶
主
編
《
日
本
德
川
博
物
館
藏
品
錄
Ⅱ
─
德
川
光
国
文
獻
釋
解
》（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、2014

年
）
序
章
。

（
29
）
朱
舜
水
〈
與
安
東
守
約
書
〉、
朱
謙
之
《
朱
舜
水
集
》（
北
京
：
中
華
書
局
、1981

年
）
に
所
収
。

（
30
）
高
悦
〈
朱
舜
水
對
荻
生
徂
徠
思
想
影
響
之
再
思
考
〉、《
外
国
問
題
研
究
》2016

年
1
期
（
第
219
期
）、
東
北
師
範
大
学
、2016

年
3
月
。
39
─

42
頁
。

（
31
）
岩
橋
遵
成
『
徂
徠
研
究
』（
東
京
：
一
誠
社
、1934

年
）、
444
頁
。

（
32
）
尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」、『
水
戸
学
』
日
本
思
想
大
系
、
564
頁
。

（
33
）
小
島
康
敬
『
徂
徠
学
と
反
徂
徠
』
増
補
版
（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、1994

年
）、
178
頁
。

（
34
）
名
越
時
正
〈
前
期
水
戸
学
の
国
体
論
〉、『
水
戸
史
学
』（1974

年
）、『
水
戸
光
圀
と
そ
の
余
光
』（
水
戸
：
水
戸
史
学
会
、1985

年
）、
111
頁
。
ま
た
、
名
越
時

正
「
現
代
の
徂
徠
学
派
─
新
水
戸
学
論
に
警
告
す
る
」『
水
戸
学
』
第
11
号
（1974

年
3
月
）、「
現
代
の
徂
徠
学
派
─
新
し
い
水
戸
学
論
を
批
判
す
る
」、『
日
本
』

第
7
号
（1974

年
7
月
）
な
ど
の
文
章
も
、
そ
の
関
連
性
を
否
定
し
た
。

（
35
）
荒
川
久
寿
男
『
水
戸
学
の
現
代
的
意
義
』（
東
京
：
錦
正
社
、1987

年
）。

（
36
）
荒
川
久
寿
男
「
近
世
正
学
の
指
標
藤
田
幽
谷
」、『
水
戸
学
の
現
代
的
意
義
』（
東
京
：
錦
正
社
、1987

年
）
に
所
収
。

（
37
）
橋
川
文
三
「
水
戸
学
の
源
流
と
成
立
」、『
橋
川
文
三
著
作
集
』
10
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、2001

年
）、
増
補
版
に
所
収
、
324
頁
。

（
38
）
梶
山
孝
夫
「
水
戸
学
と
徂
徠
学
─
尾
藤
正
英
の
所
論
に
寄
せ
て
」、『
現
代
水
戸
学
論
批
判
』（
東
京
：
錦
正
社
、2007

年
）、
26
頁
。

（
39
）
高
山
大
毅
「
遅
れ
て
き
た
「
古
学
」
者
─
会
澤
正
志
齋
の
国
制
論
」、『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」
─
荻
生
徂
徠
以
後
の
「
接
人
」
の
制
度
構
想
』（
東

京
：
東
大
出
版
会
、2016

）、
148
─

149
頁
。

（
40
）
青
山
延
于
『
文
苑
遺
談
』、『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
冊
（
東
京
：
東
洋
図
書
刊
行
会
、1928

）、
82
頁
。

（
41
）
長
久
保
赤
水
は
、
若
い
頃
彰
考
館
総
裁
を
務
め
た
名
越
南
渓
に
師
事
し
、
朱
子
学
・
漢
文
・
天
文
地
理
な
ど
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。
そ
の
後
、
水
戸
藩
主
徳
川
治

保
の
侍
講
と
な
り
、
藩
政
改
革
の
建
白
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。1774

年
、『
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
を
作
成
。1779

年
、
大
坂
で
『
改
正
日
本
輿
地
路
程

全
図
』
を
刊
行
。1785

年
、『
改
正
地
球
万
国
全
図
』、『
大
清
広
輿
図
』
を
次
々
と
刊
行
。1786

年
、『
大
日
本
史
』
の
地
理
志
の
編
集
に
従
事
し
た
。

（
42
）
谷
田
部
東
壑
は
、
水
戸
藩
士
で
、
医
師
、
儒
者
で
あ
る
。
一
時
、
彰
考
館
館
員
と
成
っ
た
。『
東
壑
筆
記
』
を
著
し
た
。

（
43
）
立
原
翠
軒
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
水
戸
藩
士
で
あ
る
。
本
姓
は
平
氏
。
字
は
伯
時
、
東
里
。
号
は
翠
軒
。
水
戸
藩
第
五
代
藩
主
・
宗
翰
及
び
第
六
代

藩
主
・
治
保
を
輔
佐
し
た
。
父
は
水
戸
藩
彰
考
館
管
庫
・
立
原
蘭
渓
（
甚
蔵
）。
嫡
男
は
水
戸
藩
士
で
南
画
家
の
立
原
杏
所
、
孫
に
は
幕
末
の
志
士
・
立
原
朴
次

郎
や
閨
秀
画
家
の
立
原
春
沙
が
い
る
。

（
44
）
吉
田
俊
純
『
水
戸
学
と
明
治
維
新
』（
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、2003

年
）、
17
頁
。

（
45
）『
西
山
遺
聞
』
は
、
立
原
翠
軒
が
記
録
し
た
光
圀
の
言
動
と
逸
話
集
で
あ
る
。
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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（
46
）『
此
君
堂
文
集
』
に
つ
い
て
は
、
德
川
真
木
監
修
、
徐
興
慶
主
編
《
日
本
德
川
博
物
館
藏
品
錄
Ⅱ
─
德
川
光
国
文
獻
釋
解
》（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、2014

年
）、
206
─

207
頁
を
参
照
。

（
47
）『
往
復
書
案
』
と
は
、『
大
日
本
史
』
編
纂
の
史
料
収
集
の
た
め
に
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
史
館
員
と
江
戸
の
史
館
員
と
の
間
の
往
復
書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書

簡
は
、
そ
も
そ
も
「
御
用
書
」、「
御
用
書
案
」、「
御
用
状
」、「
御
用
状
留
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
寛
政
年
間
初
め
頃
、
当
時
の
彰
考
館
総
裁
立
原
翠
軒
が
史

館
記
録
と
し
て
整
理
し
た
。

（
48
）『
垂
統
大
記
』
は
、
彰
考
館
辞
職
後
の
立
原
翠
軒
が
、
弟
子
の
小
宮
山
楓
軒
と
と
も
に
、
藩
主
治
紀
に
命
じ
ら
れ
て
編
纂
し
た
紀
伝
体
史
書
で
あ
る
。
主
要
内
容

が
、
徳
川
家
創
業
守
成
二
代
主
従
の
事
跡
で
あ
る
。
翠
軒
歿
後
、
楓
軒
が
天
保
十
年
（1839

）
に
完
成
し
た
。『
垂
統
大
記
』
と
い
う
書
名
は
、
徳
川
斉
昭
が
天

保
八
年
（1837

）
に
定
め
ら
れ
た
書
名
で
あ
る
。「
垂
統
」
の
出
典
は
、『
孟
子
』
の
「
君
子
業
創
垂
統
、
為
可
繼
也
」（「
梁
惠
王
章
句
下
」）
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
「
君
子
」
は
、
東
照
宮
徳
川
家
康
を
指
し
、
敬
幕
を
含
意
し
て
い
る
。

（
49
）
秋
山
高
志
「
彰
考
館
総
裁
立
原
翠
軒
の
資
料
保
存
」、『
水
戸
の
文
人
─
近
世
日
本
の
学
府
』（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、2009

年
）、
414
─

441
頁
。

（
50
）
当
時
の
彰
考
館
総
裁
は
、
富
田
長
洲
、
鈴
木
白
泉
、
立
原
翠
軒
の
三
人
で
あ
っ
た
。
翠
軒
が
特
命
『
大
日
本
史
』
編
集
に
任
じ
ら
れ
た
。

（
51
）
川
口
長
孺
『
征
韓
偉
略
』、
高
須
芳
次
郎
編
『
立
原
翠
軒
・
豐
田
天
公
集
』
に
所
収
。
水
戸
学
大
系
第
4
巻
（
東
京
：
井
田
書
店
、1942

年
）、212–290

頁
。

（
52
）
德
川
真
木
監
修
、
徐
興
慶
主
編
《
日
本
德
川
博
物
館
藏
品
錄
Ⅲ
、
水
戸
藩
内
外
関
係
文
獻
釋
解
》（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、2015

年
）
錢
明
解
説
、
26
─

28

頁
。

（
53
）
同
上
、
韓
東
育
の
解
説
を
参
照
、
166
─

172
頁
。

（
54
）
松
平
定
信
は
、
水
戸
藩
第
六
代
藩
主
の
徳
川
治
保
の
推
薦
に
よ
り
、
老
中
と
な
っ
た
。
実
は
水
戸
藩
で
は
、
松
平
定
信
を
徳
川
治
保
に
極
力
推
薦
し
た
の
は
、

立
原
翠
軒
で
あ
っ
た
。

（
55
）
徳
川
斉
昭
は
、
幼
少
よ
り
会
沢
正
志
斎
に
水
戸
学
を
学
び
、
そ
の
聡
明
才
智
を
示
し
た
。
文
政
十
二
年
（1829

）
に
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
、
積
極
的
に
弘
道
館

を
作
り
、
海
防
を
強
化
し
、
水
戸
藩
の
改
革
を
推
進
し
た
。
西
洋
か
ら
の
圧
力
に
対
し
て
、
高
い
危
機
意
識
を
も
っ
て
攘
夷
論
を
唱
え
て
い
た
。
斉
昭
の
朱
筆
入

り
文
書
か
ら
、
そ
の
思
想
の
様
態
が
窺
わ
れ
る
。
德
川
真
木
監
修
、
徐
興
慶
主
編
《
日
本
德
川
博
物
館
藏
品
Ⅲ
─
水
戸
藩
內
外
關
係
文
獻
釋
解
》（
上
海
：
上
海

古
籍
出
版
社
、2015

年
）
を
参
照
。

（
56
）
高
須
芳
次
郎
編
『
藤
田
幽
谷
集
』、
水
戸
学
大
系
第
3
巻
解
題
、（
東
京
：
井
田
書
店
、1942

年
）、
9
頁
。

（
57
）
吉
田
一
德
『
大
日
本
史
紀
傳
志
表
撰
者
考
』（1965

）
を
参
照
。

（
58
）
光
圀
歿
後
十
五
年
（1715

）
に
完
成
し
た
『
大
日
本
史
』（
本
紀
73
巻
、
列
伝
170
巻
）
は
光
圀
廟
に
供
え
ら
れ
た
。
享
保
五
年
（1720

）、
安
積
覚
の
「
論
賛
」

を
付
け
た
『
大
日
本
史
』
が
、
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
。

（
59
）
寛
政
十
一
年
（1799

）
の
光
圀
百
年
忌
に
際
し
て
、
立
原
翠
軒
は
、『
大
日
本
史
』
の
紀
伝
浄
写
本
80
巻
を
、
光
圀
廟
に
献
じ
た
。

（
60
）
德
川
真
木
監
修
、
徐
興
慶
主
編
《
日
本
德
川
博
物
館
藏
品
錄
Ⅱ
─
德
川
光
国
文
獻
釋
解
》（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、2014

年
）。

（
61
）
立
原
翠
軒
に
よ
れ
ば
、『
史
記
』
の
130
巻
に
は
、
志
が
8
巻
し
か
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、『
大
日
本
史
』
で
15
巻
の
志
を
編
纂
す
れ
ば
結
構
で
あ
る
。
し
か
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し
、
志
を
紀
伝
と
共
に
完
成
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た
。

（
62
）
吉
田
俊
純
『
水
戸
学
と
明
治
維
新
』（
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、2003

年
）、
26
頁
。

（
63
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菊
池
謙
二
郎
『
水
戸
学
論
藪
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東
京
：
誠
文
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光
社
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年
）、
414
頁
。

（
64
）
松
本
三
之
介
『
近
世
日
本
の
思
想
像
歴
史
的
考
察
』（
東
京
：
研
文
出
版
、1984

年
）、
23
頁
。

（
65
）
玉
懸
博
之
「
前
期
水
戸
学
の
歴
史
思
想
続
考
─
安
積
澹
泊
の
「
論
贊
」
を
め
ぐ
っ
て
」、『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所
報
』
19
、1983

年
。
後
に
、《
近
世
日

本
の
歴
史
思
想
》（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、2007

年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
66
）
大
川
真
「
安
積
澹
泊
『
大
日
本
贊
藪
』
に
つ
い
て
」、
徐
興
慶
、
辻
本
雅
史
（
編
）『
季
刊
日
本
思
想
史
』
81
（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、2014

年
）
に
所
収
、
49

頁
。

（
67
）
徐
興
慶
「
加
賀
藩
に
お
け
る
朱
舜
水
の
思
想
の
普
及
」『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の
発
信
と
受
容
』（
東
京
：
雄
松
堂
、2010

年
）、
439
─

457
頁
。

（
68
）
松
本
純
郎
『
水
戸
学
の
源
流
』（
東
京
：
朝
倉
書
店
、1945

年
）、
266
頁
。

（
69
）
前
掲
、
大
川
真
論
文
。

（
70
）
こ
の
点
に
対
し
て
、
幽
谷
の
弟
子
の
会
沢
正
志
斎
は
、『
迪
彝
篇
』
に
お
い
て
、
古
代
よ
り
「
大
日
本
」
と
い
う
題
名
を
使
っ
て
多
く
の
著
作
が
作
ら
れ
た
と
反

発
し
た
。

（
71
）
吉
田
俊
純
『
寛
政
期
水
戸
学
の
研
究
─
翠
軒
か
ら
幽
谷
へ
』（
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、2011

年
）、
119
─

120
頁
。

（
72
）
井
坂
清
信
「
文
政
期
に
お
け
る
水
戸
藩
修
史
事
業
の
一
斑
─
当
館
所
蔵
『
藤
田
幽
谷
書
簡
』
の
翻
刻
を
終
え
て
」、『
參
考
書
誌
研
究
』
第
36
号
、1989

年
8
月
。

（
73
）
小
島
毅
『
增
補
靖
国
史
観
─
日
本
思
想
史
を
読
み
な
お
す
』（
東
京
：
筑
摩
書
房
、2014

年
）、
34
頁
。

（
74
）
同
上
注
。
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キ
ー
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ー
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期
水
戸
学
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翠
軒　

・
藤
田
幽
谷　

・
水
戸
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・
徂
徠
学


